
 

令和３年度  

鳥取県みんなで取り組む農業農村保全活動推進会議 
 

日時 令和４年３月１７日（木） 
午前９時 30 分～ 

場所 とりぎん文化会館２階 第５会議室 
 
 

 
 

１  開  会 

 

 

２  あいさつ 

 

 

３  議  事 

（１）令和２年度指摘事項への対応 

 

（２）日本型直接支払制度について 

・多面的機能支払 

・中山間地域等直接支払 

   ・環境保全型農業直接支払 

 

（３）中山間ふるさと・水と土保全対策事業について 

 

（４）その他 

 

 

４  閉  会 



鳥取県みんなで取り組む農業農村保全活動推進委員会 

委員名簿 

 

 

１．委 員 

（敬称略 50 音順） 

氏 名 所 属 等 備 考 

影井 利成 鳥取県農業農村担い手育成機構 農地業務課長  

小谷 知載 日田を良くする会 代表  

椿 善裕 公益財団法人とっとり県民活動活性化センター企画員  

山口 和宏 鳥取環境大学経営学部講師  

 

２．鳥取県及び委員会事務局 

 

氏 名 所 属 等 備 考 

森田 智彦 鳥取県農林水産部 農業振興監 農地・水保全課長  

北村 裕司 農地・水保全課 企画･保全支援担当 課長補佐 事務局 

谷口 佳人 農地・水保全課 企画･保全支援担当 係長 事務局 

大坪 宏文 農地・水保全課 企画･保全支援担当 係長 事務局 

中島 圭菜 農地・水保全課 企画･保全支援担当 農林技師 事務局 
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鳥取県みんなで取り組む農業農村保全活動推進会議開催要領 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、日本型直接支払交付金（中山間地域等直接支払交付金、多面的機能

支払交付金、環境保全型農業直接支払交付金）及び中山間ふるさと・水と土保全対策事

業（以下「農業農村保全活動推進事業」という。）実施に関する有識者等の意見を聴取

することを目的として開催する鳥取県みんなで取り組む農業農村保全活動推進会議（以

下「推進会議」という。）の運営について、必要な事項を定めるものである。 

 

（意見を求める事項） 

第２条 推進会議は、次の事項について、専門的見地等に基づく意見を聴取する。 

（１）農業農村保全活動推進事業の実施状況等の点検、評価に関する事項 

（２）農業農村保全活動推進事業の効果的な推進のための指導、助言に関する事項 

（３）中山間地域等直接支払交付金における知事特認地域の指定基準の検討に関する事項 

（４）その他必要な事項 

 

（構成員） 

第３条 推進会議は、意見を求める事項に関して知識又は経験を有する者のうちから農

地・水保全課長が依頼した者（以下「委員」という。）により構成する。 

 

（座長）  

第４条 推進会議に座長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 座長は会議の進行を務めるものとし、座長に事故のあるときは、あらかじめその指名

する委員が代理する。 

 

（会議） 

第５条 推進会議は、農地・水保全課長が必要に応じて招集し、開催する。 

２ 農地・水保全課長は、必要があると認めるときは、推進会議に委員以外の者を出席さ

せることができる。 

 

（庶務） 

第６条 推進会議の庶務は、農地・水保全課において行う。 

 

（雑則） 

第７条 この要領に定めるもののほか、推進会議の運営等に関して必要な事項は、農地・

水保全課長が別に定める。 

 

 

附 則 

この要領は、平成３１年３月１日から施行する。 
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委員会の設置根拠 

 「日本型直接支払制度（中山間地域等直接支払交付金、多面的機能支払交付金、環境保全型農

業直接支払交付金）」及び「中山間ふるさと・水と土保全対策事業」では、それぞれの実施要綱、

要領等に基づいて、事業実施に係る点検や評価、調整を行うことを目的として、中立な第三者機

関を設置し、委員会を毎年度開催することとなっています。 
 

１．日本型直接支払交付金 

（１）中山間地域等直接支払交付金 

 ① 要領等による規定 

○実施要領第８の２： 
都道府県は、交付金の交付が計画的かつ効果的に推進されるよう市町村及び関係団体に

助言するとともに、交付金の交付状況の点検、市町村の対象農用地の指定の評価、特認地

域及び特認基準についての審査検討を行う中立的な第三者機関を設置する。 
○実施要領の運用第１３： 

実施要領第８の「中立的な第三者機関」の構成員は、中山間地域問題等について高い学 

識経験を有する者であって、交付金の執行に当たって利害関係を有しない者とする。なお、 

既存の審議会、協議会等を活用する場合にあっても、交付金に係る利害関係者を除くもの 

とする。 

② 具体的な役割等 

  知事特認地域の認定基準見直しや、対策中間年及び最終年（３年目と５年目）に該当する

年度は、関係する審議や評価をいただく他、毎年度の交付金交付状況、各市町における取組

状況等を点検していただき、御指導・御助言をいただきます。 

 

（２）多面的機能支払交付金 

 ① 実施要綱・県基本方針による規定 

○実施要綱 （別紙３） 多面的機能支払推進交付金に係る事業の実施方法第１の４（３） 

本交付金の毎年度の実行状況の点検、対象組織の取組の評価等を行うため、第三者機関

として、第三者委員会を設置する。 
○多面的機能支払の実施に関する基本方針（要綱基本方針）第６の（２）の① 

  農地維持支払交付金及び資源向上支払交付金の実施状況等の評価を行うため、第三者委

員会を設置・運営する。 

② 具体的な役割等 

  当該年度の交付金交付状況、各市町や集落における取組状況等を点検していただき、御指

導・御助言をいただきます。 

 

（３）環境保全型農業直接支払交付金 

① 要綱・要領等による規定 

○実施要綱第５の２： 
都道府県は、交付金の交付状況の点検及び効果の評価を行う中立的な第三者機関を設置

する。 
○実施要領第１５： 

実施要綱第５の２の中立的な第三者機関の構成員は、環境保全型農業について高い学識 

経験を有する者その他環境の保全に関して知識や経験を有する者、公益を代表する者等か 

ら選ぶものとする。ただし、交付金の執行に当たって利害関係を有する者を選ぶことはで 

きないこととする。なお、既存の審議会、協議会等を活用する場合にあっても、交付金に 

係る利害関係者を除くものとする。 

② 具体的な役割等 

  当該年度の交付金交付状況、農業者の取組状況等を点検していただき、御指導・御助言を

いただきます。 
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２．中山間ふるさと・水と土保全対策事業 

 ① 要綱・要領等による規定 

○中山間ふるさと・水と土保全対策事業実施要綱 第７の１ 

都道府県は、保全対策事業を効果的に推進するため、学識経験者等から構成される都道

府県委員会を都道府県に設置するものとする。 

② 具体的な役割等 

  当該年度の事業の実施計画、実施結果に関して取組状況を点検していただき、御指導･御助

言を頂きます。 
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え
て

く
れ

た
こ

と
も

重
要

。
や

は
り

、
人

だ
な

ぁ
と

思
う

。
そ

の
人

た
ち

は
、

本
を

作
り

受
賞

し
た

。
そ

の
授

賞
式

で
皆

さ
ん

が
集

ま
り

非
常

に
盛

り
上

が
っ

て
い

た
。

（
事

務
局

）
ま

ず
は

、
学

生
を

地
域

に
派

遣
す

る
こ

と
が

重
要

だ
が

、
そ

の
中

で
地

域
活

性
化

の
企

画
が

生
ま

れ
て

く
れ

ば
い

い
か

な
と

思
っ

て
い

る
。

し
っ

か
り

委
託

先
と

し
っ

か
り

調
整

し
な

が
ら

頑
張

っ
て

い
き

た
い

。

　
中

山
間

地
域

の
活

性
化

を
よ

り
促

進
で

き
る

よ
う

、
農

山
村

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

委
託

事
業

の
中

で
企

画
立

案
を

実
施

し
た

。
　

業
務

の
中

で
大

学
生

主
体

の
地

域
活

性
化

企
画

を
オ

ン
ラ

イ
ン

型
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
実

施
し

た
。

全
６

回
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

し
、

関
係

者
の

意
見

も
取

り
入

れ
な

が
ら

２
企

画
を

立
案

し
た

。
「
棚

田
で

の
営

農
」
や

「
農

村
の

食
の

P
R

」
と

い
っ

た
企

画
を

農
村

関
係

者
へ

P
R

し
、

興
味

を
持

っ
て

い
た

だ
い

た
集

落
と

連
携

し
な

が
ら

来
年

度
以

降
立

案
し

た
企

画
を

実
施

す
る

予
定

。
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令和３年度多面的機能支払の取組状況について 

 

令和４年３月１７日 

農 地 ・ 水 保 全 課 

１ 実施状況 

農地維持支払のカバー率(農振農用地面積に対する取組面積の割合)は、52％となった。 

(鳥取県農業生産１千億円プラン：R7目標 60％)                   (単位：ha、％)                        

区   分 

 

令和２年度 令和３年度（見込み） 増減 

組織数 取組面積 ｶﾊﾞ-率 組織数 取組面積 ｶﾊﾞ-率 組織数 取組面積 ｶﾊﾞ-率 

農地維持支払 622 15,972 52 621 16,187 52 △1 215 0 

共同活動 - 12,385 39 - 12,385 40 - 300 1 

長寿命化 - 12,371 40 - 12,630 41 - 259 1 

(*)農地維持支払 → 農地法面の草刈り,水路の泥上げ,農道の砂利補充等の基礎的活動に支援【田 3,000 円/10a】 

(*)共同活動   → 水路,農道等の軽微な補修、農村環境保全活動(植栽,ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ)等に支援【田 2,400 円/10a】 

(*)長寿命化   → 水路,農道等の施設の長寿命化のための補修,更新等に支援【田 4,400 円/10a】 

(*)R3 カバー率は取組面積のうち農振農用地外での取組面積を控除し算定 

 

（１）新規着手【8組織 121ha 増】 

（２）既存組織による隣接農地の取り込み【156ha】 

（３）活動組織の合併による組織の減【△４組織（８組織）】 

（４）活動期間満了で再認定無し【△５組織 △62ha】 

 

 

２ 事業の効果 

（１）耕作放棄地の発生防止 [農地維持支払] 

本対策に取り組む 16,187ha の農地について、遊休農地化が防止され、耕作可能な状態 

に保全管理されている。 

（２）農村環境の向上 [資源向上支払（共同活動）] 

非農家を含めた地域ぐるみで実施される農村環境保全活動を通じて、地域環境の維持保全や

防災意識の向上が図られている。 

（３）農業用施設の機能増進 [資源向上支払（長寿命化）] 

     老朽化が進む施設の補修等の活動により、安全・安心な営農に繋がっている。 

（４）農村地域コミュニティーの維持・強化 

    地域の将来について、草刈りや水路の泥上げなどの総事や共同活動への参加をとおし、非農

家を含めて地域で話し合うきっかけとなり、地域で農村を守っていくという住民意識の変化

が起きている。 

 

３ 今年度の推進活動と今後の対応 

（１）田んぼダム 

  （背景） 

    近年多発する豪雨災害への対策の一つとして水田の持つ雨水貯留機能を活用した取組「田

んぼダム」に対し、更なる加算措置が令和 3 年度に創設され、流域治水対策として注目され

ている取組である。 

  （今年度の推進活動） 

    令和 2 年度多面的機能支払研修会（令和 3 年 1 月 27 日）にて、田んぼダムの取組を説明

し、関心を示した活動組織に対し、市町村、協議会と連携して勉強会や現地での取組方法の

支援をした結果、令和 3年度より新たに 7 組織が取組を開始した。 

    鳥取市河内地区では、子ども達の防災教育に繋がり、琴浦町出上地区では田んぼダムの啓

発看板を設置し、活動組織外地域へ活動を呼びかけるなど、防災減災の意識の高まりがみら

れた。 

  （今後の対応） 

    田んぼダムの取組を理解してもらうため、モデルほ場（R4～5）を整備し、効果や特徴、具

体的な手法や営農への影響を実証展示し、関心のある農業者や地域住民へ幅広く PRし、取組

を推進する。 
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（参考）県政 PR 番組や県政だよりによる田んぼダムの広報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他課題と今後の対応 

（１）地域の高齢化が進み、リーダーや会計事務を担う人材の確保が困難な中、解決のためのひと

つである広域化の推進や事務の外部委託化が必要。 

（今後の対応） 

リーダーや会計事務担当の人材確保のため、市町村と共に組織広域化や会計事務の外部委託

等について働きかけを行い、組織の活動継続に繋げていく。 

※令和 4 年度に鳥取市では旧村単位での組織の広域化や倉吉市では土地改良区を中心とした

広域化に向けた検討が始める。 

  

 

（２）中山間地域等直接支払のみに取り組む地域への重複取組支援を関係機関と連携して推進する。 
区分 令和２年度 令和３年度 増減 

組織数 取組 

面積 

カバ

ー率 

組織数 取組 

面積 

カバ

ー率 

組織数 取組 

面積 

カバ

ー率 

多面的機能支払 

(農地維持支払のみ) 

190 9,761ha 32% 182 9,781ha 31% △8 20ha △1% 

中山間直払のみ 167 1,384ha 4% 166 1,299ha 4% △1 △85ha 0% 

両施策重複 432 6,211ha 20% 439 6,406ha 21% 7 195ha 1% 

合計 789 17,356ha 56% 787 17,486ha 56% △2 130ha 0% 

（今後の対応） 

山間地域等直接支払のみに取り組む地域への重複取組支援を関係機関と連携して推進す

る。 

 

 

（３）国予算が地元要望額を下回っており、計画的な活動に支障をきたしている。 
 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R 元年度 R2 年度 R3 年度 

要望額に対する配分額 100％ 95％ 97％ 96％ 94％ 89％ 

 内、農地維持 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

 内、資源向上（共同） 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

 内、資源向上（長寿命化） 100％ 88％ 92％ 90％ 87％ 72％ 

（今後の対応） 

      引き続き、国に対し予算確保及び事務負担の軽減を要望する。 
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中山間地域等直接支払制度の推進 

                              令和４年３月１７日 
                                農地・水保全課 

 
１ 制度の概要 
  農業生産条件の不利な中山間地域等と平地との生産コスト差を補填する制度。令和２年度から第５期 
対策開始。 

   【交付単価】 
     【田 急傾斜(1/20 以上)：21 千円/10a、緩傾斜(1/100 以上)：8 千円/10a】 
     【畑 急傾斜(15 度以上)：11.5 千円/10a、緩傾斜(8 度以上)：3.5 千円/10a】 
 ※第５期対策からの主な改正点 
  ・農業生産活動等の継続ができなくなった場合の遡及返還の対象農用地を協定農用 
   地全体から当該農用地に見直し。  
  ・加算措置の拡充・追加。 
   （拡）集落協定広域化加算（3 千円/10a（田・畑）） 
     ⇒他集落の対象農用地を含めて協定を締結した場合 
   （新）集落機能強化加算（3 千円/10a（田・畑）） 
     ⇒新たな人材の確保や集落機能（営農以外）を強化する取組を行う場合 
   （新）生産性向上加算（3 千円/10a（田・畑）） 
     ⇒生産性向上を図る取組を行う場合 
   （新）棚田地域振興活動加算（10 千円/10a（田・畑）） 

⇒超急傾斜・集落機能強化・生産性向上との重複不可。 
（継）超急傾斜農地保全管理加算（6 千円/10a（田・畑）） 

⇒田 1/10 以上、畑 20 度以上の農地 
 
２ 実施状況 
（１）実施市町村・交付面積の状況等 ⇒別紙 
（２）交付面積等の推移 

区  分 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ 
市町村数       １７       １７       １７    １７ １７ 
協定数     ６３６     ６４１     ６４１   ５９９ ６０５ 
交付面積(ha) ７，８７２ ７，９５２ ７，９７３ ７，５９５ ７,７０５ 
交付金額(百万円) １，１０６ １，１１５ １，１１７ １，１００ １,１１３ 

  
（３）Ｒ２年度(第 5 期開始年度)とＲ３年度との比較 
  ・増：11３ha（新規協定の立ち上げ、既存協定の隣接農地取り込み等） 

・減：3ha（構成員の高齢化による活動継続断念、生産効率の悪い農地が除外されたこと等による減） 
協定数・取組面積 計  

【新規協定のあった市町】 
 鳥取（3 協定：61ha） 
 湯梨浜(1 協定：18ha) 
 伯耆(1 協定：6ha) 
 江府(1 協定：2ha) 
    計 4 市町 6 協定 
【既存協定面積拡大の町】 
 若桜町（1ha） 
 八頭町(12ha) 
 琴浦町(6ha) 
 大山町(1ha) 
 南部町(3ha) 
 日野町(2ha)     計 6 町 

87ha 
 
 
 
 
 

 
25ha 

【新規地区の概要】 
●担い手農家の個別協定（鳥取市３協定） 

国府町大規模稲作農家 3 者 61ha 
経緯：国府町水田担い手協議会（事務局：鳥取市農

業公社）が中心となって、水田の利用権調整
を行っており、国府町中河原地区の中山間
直払対象農地が出てきたため、当該地区の
大規模稲作農家が受け手となり、個別協定を
締結した。 

●再認定地区 
伯耆町 1 協定：末鎌地区 

・２期まで実施、５期度再認定。 
●その他新規地区 
 湯梨浜町、江府町 

【既存協定面積縮小の市町】 
 岩美（△0.0ha） 
 智頭（△0.0ha） 
 倉吉（△0.0ha） 
 三朝（△0.5ha） 
 日南（△2.5ha） 
   計 5 市町 

   △3ha   

   計 1１０㏊増 ※既存協定数減の市町は無 
（注）合計数値は、四捨五入の関係で内訳の計と一致しない場合がある 
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【加算措置（R３実績見込み）】 

●超急傾斜農地保全管理加算（6 千円/10a（田・畑）） 

 （超急傾斜値の農用地の保全や有効活用に取り組む場合（該当農用地のみ） 

 ７市町 157ha、９，４３２千円（鳥取市、岩美町、若桜町、八頭町、三朝町、日南町、 

日野町） 

 

●集落協定広域化加算（3 千円/10a（田・畑）） 

 （他集落の対象農用地を含めて協定を締結した場合（協定農用地全体）） 

 5 市町 183ha、５，３８１千円（鳥取市、八頭町、琴浦町、南部町、日南町） 

 

●集落機能強化加算（3 千円/10a（田・畑）） 

 （新たな人材の確保や集落機能（営農以外）を強化する取組を行う場合（協定農用 

地全体）） 

 8 市町 363ha、８，４３３千円（鳥取市、智頭町、八頭町、倉吉市、三朝町、大山町、 

南部町、日南町） 

 

●生産性向上加算（3 千円/10a（田・畑）） 

 （生産性向上を図る取組を行う場合（協定農用地全体））  

 8 市町 1，034ha、４，６６３千円（鳥取市、智頭町、八頭町、三朝町、大山町、南部町、 

日南町、江府町） 
 
（４）今年度の取組状況 

・過疎地域持続的発展支援特別措置法(新過疎法)により新たに過疎地域に指定された北栄町大栄地 

区の住民に対して、制度の周知を図ることを北栄町に働きかけた。 

・未取組地域の担い手農家に対して制度の周知を図るため、担い手にリーフレット等の配布を市町村

に働きかけた。 
 
（５）今後の対応 

・令和６年度中に人・農地プランと同様の集落戦略をとりまとめするための話し合いによる協定農用地 

の拡大、他集落の農用地取り込みによる広域化、新たに過疎地域に指定された地域での協定締結 

の拡大等について推進する。 
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（別紙：中山間地域等直接支払制度の推進） 

令和３年度中山間地域等直接支払交付金事業の実施状況について 

 

１ 実施市町村 

※鳥取県内19市町村の内、17市町村で制度に取り組む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 協定の取組 

   ○協 定 数 605協定〔集落協定：589、個別協定：16〕 

   ○交付金見込額 1,113,818千円 

   ○交付見込面積 7,705ha 

 【交付面積の状況】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ※対象面積は令和２年度中山間地域等直接支払交付金実施状況等調査結果から引用 

  【協定加算の状況】 

    ○超急傾傾斜農地保全管理加算 157ha〔7市町 協定数：34（集落協定：33  個別協定：1）〕 

    ○集落協定広域加算 183ha〔5市町 協定数：6（集落協定：6）〕 

    ○集落機能強化加算 363ha〔8市町 協定数：14（集落協定：14）〕 

        ○生産性向上加算 1,034ha〔8市町 協定数：47（集落協定：47）〕 

実施市町村（17） 

地域振興３法内市町村（１１） 

 
岩美町、若桜町、智頭町、八頭町、 

三朝町、湯梨浜町、大山町、日南町、

日野町、江府町、北栄町 

知事特認（１） 

 
米子市 

未実施市町村（２） 

対象農地なし（２） 

 
境港市、日吉津村 

 

 
 
鳥取市、倉吉市、琴浦町 

南部町、伯耆町 

併用（５） 

農振農用地面積 ３０，７８９ha 

※対象面積 ８，１７５ha 

交付見込面積 ７，７０５ha 

通常地域 

7,038ha 

特認地域 

667ha 

   
  田 

6,998ha 

  
 畑 

40ha 

採草 
放牧地 

0ha 

  田 
653ha 

  畑 
14ha 
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環境保全型農業直接支払制度の推進 

 令和４年３月１７日 
                                  農地・水保全課 

１ 制度の概要 
化学肥料及び化学合成農薬の使用を地域の慣行から原則として５割以上低減する取組と合

わせて行う取組へ支援。Ｒ２年度から第２期開始。 
（根拠法令：農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律） 

  
（交付対象取組・単価） 

  ・堆肥の施用：炭素貯留効果の高い堆肥を施用（4,400 円／10a） 
  ・カバークロップ：カバークロップ（緑肥）を作付（果樹・茶）（6,000 円／10a） 
  ・リビングマルチ：主作物の畝間に緑肥を作付（5,400 円／10a） 
  ・草生栽培：果樹園に緑肥を作付（5,000 円／10a） 
  ・不耕起播種：ほ場の全面耕起を行わなずに播種（麦・大豆）（3,000 円／10a） 
  ・長期中干し：通常よりも長期間（溝切り＋14 日以上）の中干しを実施（800 円／10a） 
  ・秋耕：秋季に耕運、翌春に湛水（水稲）（800 円／10a） 
  ・有機農業：化学肥料及び化学合成農薬を使用しない（12,000 円（加算+2,000 円／10a） 
  ・地域特認取組（都道府県が申請し国が承認した取組） 
    鳥取県：冬期湛水管理（4,000 円～8,000 円／10a） 
 
 （農業者要件） 
  ・複数の農業者で構成される任意団体又は法人（農協除く） 
  ・販売を目的とした生産 
  ・国際水準 GAP を実施（GAP 研修の受講） 
 
２ 取組状況 
（１） 令和３年度の取組状況（別紙１及び別紙２を参照） 
  ・取組件数：４１件（（前年度比＋１件） 
  ・交付対象面積：５２７ｈａ（前年度比△２９ｈａ） 

・交付額：２８，７２１千円（前年度比△３，３２９千円） 
（交付対象面積及び交付額が減少した理由） 

水稲を中心に天候不順や台風等で、病害虫の追加防除により化学合成農薬の使用が 
増加したことから、交付要件である化学合成農薬５割以上の低減を達成できなかっ 
たことが大きな要因。 

 
（２）県の推進状況 
  ・市町担当者への令和３年度事業説明会の実施（R3 年 6 月 Web 会議） 
  ・農業改良普及所による現地 GAP 研修の実施（資料配付等） 
  ・令和３年度鳥取県ＧＡＰ推進研修会の開催（R4 年 1 月 11 日 Web 会議） 
 
３ 課題 
  ・取組面積は増加傾向であるが、年によって天候不順や災害等が原因で交付要件を達成で 

きない場合があるため、当初計画より交付面積が減少することがある。 
・来年度から、みどりの食料システム戦略を踏まえた国際水準ＧＡＰのレベルアップの取組

が交付要件となるため、農業者への制度の周知と技術指導が必要となる。 
   

４ 今後の対応 
  ・環境保全型農業を推進するため、環境保全型農業直接支払制度を所管する市町村、農業 

者の技術指導を行う農業改良普及所及びＧＡＰ制度の窓口担当部署等関係機関と連携し
て、みどりの食料システム戦略を踏まえた国際水準ＧＡＰのレベルアップの取組研修を開
催するなど農業者を支援する。 
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別紙２ 

対象活動の年次推移 

 

 

 

 

項  目 28 年度 29 年度 30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 

実施市町村数 15 15 14 14 14 14 

取組件数（団体数等） 45 44 47 44 40 41 

交付対象面積計（ｈａ） 437 466 499 497 556 527 

交付額計（千円） 28,333 29,800 32,135 32,882 32,050 28,721 

堆肥の施

用 

実施件数 16 16 17 14 19 18 

実施面積  159 172 207 178 205 168 

 交付額  6,872 7,123 9,093 7,813 9,031 7,396 

カバーク

ロップ 

実施件数 24 26 27 23 20 17 

実施面積  180 180 180 197 185 173 

交付額 13,910 14,370 14,439 15,767 11,113 10,365 

長期中干

し 

 

実施件数     1 1 

実施面積      28 28 

交付額      224 224 

秋耕 実施件数     3 4 

実施面積      24 50 

交付額      191 404 

 

有機農業 

実施件数 15 16 19 15 12 20 

実施面積  84 86 86 86 83 72 

交付額  6,534 6,823 6,738 6,618 9,588 8,076 

( 地 域 特

認)冬期湛

水管理 

実施件数 6 8 8 6 6 5 

実施面積  14 28 26 37 31 35 

交付額  1,016 1,484 1,864 2,684 1,903 2,256 
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中山間ふるさと・水と土保全対策 
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中山間ふるさと・水と土保全対策について 
 
１ 鳥取県中山間ふるさと農山村活性化基金の概要 

県基金名 鳥取県中山間ふるさと農山村活性化基金 

設置目的 

 山村振興法により指定された振興山村、過疎地域自立促進特別措置法に規定する過疎地域その他
自然的、経済的、社会的諸条件に恵まれない地域において、住民が共同して行う農山村が保有する多
様な機能の維持及び強化並びに利用及び活用に係る活動等を推進しもってこれらの地域の農山村の活
性化を図ること。 

国事業名 
中山間ふるさと・水と土保全対策事業 

（通称︓水土基金） 
中山間ふるさと・水と土保全推進事業 

（通称︓棚田基金） 

造成期間 平成５〜９年度 平成１０〜１２年度 

基金残高 
(R３末 
見込) 

６８４，１６５千円 ４４２，６０７千円 

１，１２６，７７３千円（県２／３、国１／３） 

国要綱 

 中山間地域において、農地や土地改良施設の
有する多面機能の良好な発揮と地域住民活動
の活性化を図るため、地域住民活動を推進する
人材の育成、施設や農地の利活用及び保全整
備等に対する支援を行う。 

 棚田及び周辺土地改良施設の有する多面的機能
の良好な発揮と地域住民活動推進を図り、中山間
地域の農業・農村の活性化を資することを目的とした
都市住民等の活動参加ネットワークの構築・運営、
地域住民活動を推進する人材の育成、施設や農地
の保全・利活用活動等に対する支援等を行う。 

対象事業
の概要 

○土地改良施設・農地の機能の強化・保全に
関する調査研究 

○地域住民活動の活性化などのための研修 
○保全対策事業の必要性等の啓発 

○都市住民等の保全活動への参加促進・支援 
○住民組織が行う保全活動の推進 
○住民組織が行う保全活動経費への助成 

 
２ 令和 3 年度における主な基金充当事業一覧                        （単位︓千円） 

事業名 内容 基金 R3 予算 
R3 実績
（見込） 

みんなで取り組む農山村保全活
動支援事業 

・農山村ボランティア事務局委託 
・とっとり共生の里 

水土 
棚田 

12,717 11,229 

農地法面管理省力化支援事業 ・モデルほ場設置 
水土 
棚田 

7,307 6,665 

地域で取り組むため池管理推進
事業 

・低水位管理実証事業 水土 3,000 3,000 

次世代型農業インフラメンテナンス
推進事業 

・農業水利施設の施設管理体制整備 水土 10,000 2,310 

合計   33,024 23,204 

 
３ 令和３年度における基金の運用状況 
  ○ 運用益  １，０３５千円（債券運用、大口定期預金による運用益） 
  ○ 取崩額 ２２，１６９千円（元金取り崩し） 

※毎年度の事業費は、国の要綱等により前年度末基金残高の３％が上限となっている。 
※近年は、運用益が減少傾向にあり、取崩額が大きくなりつつある。 



４ 基金事業の実施に係る５ヶ年計画 

  本基金事業では、成果目標・必要事業量等を明確化した複数年にわたる事業実施計画を策定することとなって
おり、事業実施計画に基づく計画的な事業実施に加え、各年度及び目標年度における成果目標に対する事業実
績の評価を行うこととしている。 

 
５ 基金事業の評価ついて 

  本基金事業は、造成年から相当期間を経過しているため、基金事業として実施することの必要性や透明性、基金
規模の妥当性などについての検討や適切な対応を求められているところ。 

 
 本県の対応状況 

上記基金を巡る昨今の情勢を踏まえ、次の点について検討・対応をしつつ、適切な基金の管理及び事業実施を
進めているところ。 

項目 検討・対応等 
基金事業としての性質
の該当性 

実施事業について基金方式によることの妥当性（複数年度にわたる事業、弾力的
な支出が必要、複数年度にわたる財源確保など）を判断するため、第三者からの
意見を踏まえた客観的な判断を継続的に実施。 

  第三者からの意見は本委員会を活用 
基本的事項の公表に
係る規定の整備 

基金の運営及び管理に関する基本的事項等の情報を県ホームページ掲載し公
表。 

  以前より対応済み（基金の概要、事業実施計画、第三者委員会による評
価、各事業の実施状況、基金運用状況等） 

保有割合等の報告に
係る規定の整備 

保有割合等を国に報告するなどし、基金規模を客観的に把握するとともに、基金規
模の妥当性を適切に確認 

  基金の保有割合として、基金の毎年度の事業費上限額（前年度末基金残
高の３％）に対する事業計画額の割合を指標値として設定し、基金の必要
性、基金規模の妥当性について第三者からの意見を踏まえ客観的な判断を継
続的に実施。 



事 業 実 施 計 画 書（R2〜R6）（全体版概要） 
１．事業実施の基本方針 

 現状と課題  
中山間地域は、豊かな自然や景観、歴史と文化に育まれ、地域住民の生活の場としてのみならず、県土の保全、食料の供給然や食などの多面的な機能を有しており、

長い年月をかけて先人たちが大切に守り育ててきた貴重な財産である。しかしながら、本県の中山間地域の現状は過疎化や高齢化の進展により、耕作放棄地の増加のみ
ならず農業の共同活動等を支える担い手が不足し、集落機能の維持・存続も困難となりつつある地域もある。 

このため、将来にわたる農業・農村の維持保全と保有する多面的機能を維持発揮するための効果的な対策について、どのように複合的に展開していくかが今後も重要な
課題となっている。 

 事業実施の基本方針  
「鳥取県農業生産１千億円達成プラン」に基づき、社会貢献活動に意欲的なボランティアや企業、市街地住民組織といった多様な外部サポーターと連携した地域農業の

推進や地域資源の保全・活用への取組を支援するとともに、農地・農業用施設に係る維持管理労力の低減、長寿命化、防災減災に向けた調査研究並びに普及啓発等
への支援を通じて、地域農業の維持・活性化を図っていく。 

 目指す姿  
多様なサポーターとの連携や関係人口の増加により、中山間地域の特性や資源を活かした生産活動や保全活動、魅力づくりが拡大するとともに、農村地域を守り、支え

ていく新たな人の流れや体制が構築されていくことを目指す。 

２. 本事業計画に基づき達成すべき目標と指標 

番号 達成すべき目標 指標 活用事業 

① 農業・農村の保全、活性化に係る共同活動に多様
な人材が参画する地域数の増加 

多様な人材の参画地域数 
（単年及び累積） 

・とっとり農山村資源保全活動推進事業（継続） 
・共生の里推進加速化事業（継続） 
・むら・まち支え合い共生促進事業（継続） 

② 農地の維持管理省力化や保全、防災対策等に関
する取組地域の拡大 

管理省力化等への取組数 
（累積） 

・農地法面管理省力化支援事業（継続） 
・農村防災体制サポート事業（継続） 
・地域で取り組むため池管理推進事業（新規） 

③ 農業・農村等の保全や機能発揮に向けた調査・研
究、普及啓発の取組を推進 

調査研究の取組数 
（累積） 

・農業農村整備事業基礎調査（継続） 
・次世代型農業インフラメンテナンス推進事業（新規） など 

 



３.活用する事業内容                                                    ※基準値は R 元年度末における各事業実績としている。 

目標 
区分 事業名 基準 

値 

R3 
実績 
見込 

目標 
値 ５ヶ年間の事業(量)内容 総事業費 

（千円） 

① 

  とっとり農山村資源保全活動推
進事業 

46 
地域/年 

35 
地域/年 

50 
地域/ 

年 

 中山間地域における人手不足、後継者不足等への効果的な支援として、大学生や一般
社会人などから構成される農山村ボランティアを派遣する取組を継続的に進め、５ヶ年で農

山村ボランティアの受入集落（地域）を５０集落（地域）/年まで拡大する。 
50,292 

  共生の里推進加速化事業 
  むら・まち支え合い共生促進事

業 

17 
地区 

17 
地区 

20 
地区 

 中山間地域における人手不足、後継者不足等への効果的な支援として、農村集落と企
業や市街地住民組織等の多様なサポーターとのマッチングを継続的にすすめ、５ヶ年で累積
協定地区数を２０地区まで拡大する。 

7,973  

② 

  農地法面管理省力化支援事
業 

62 
地区 

84 
地区 

84 
地区 

 H28〜H29 に実施した農地法面管理省力化の実証試験結果を基に、本技術の普及・
推進を図るためのモデル地区設置を継続して行う。 
 また、技術普及に向けた地域研修会等を開催や作業マニュアルの改訂を行うとともに、日
本型直接支払等を活用した地域ぐるみでの取り組み推進などを段階的に実施していく。 

11,103 

  農村防災体制サポート事業 
  地域で取り組むため池管理推

進事業 

10 
地区 

（件） 

1３ 
地区 

（件） 

15 
地区 

（件） 

 山腹水路やため池、地すべり防止区域などの実態調査やパトロール、長寿命化計画の策
定を継続的に実施しているところであり、今後５ヶ年間では、ため池の防災対策に係る効果
的な施策を講じていくための調査研究やその結果に基づく普及啓発を大学等の研究機関と
連携し、段階的に実施していく。 

20,754 

③ 
  農業農村整備事業基礎調査 
  次世代型農業インフラメンテナ

ンス推進事業 など 

1 
件 

２ 
件 

6 
件 

 農業・農村並びに農業用施設に対する実態調査や研究を学識経験者等と連携して実
施し、農業・農村等が抱える課題への解決策を検討するほか、保全並びに機能発揮に向
けたモデル的な取組などを段階的に実施する。 

35,090 

 計画年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 合計 
 計画概算事業費（R2 は実績事業費、R3 は実績見込） 24,044 23,204 18,828 29,586 29,550 125,212 

 



１ 事業の概要

大学生
一般社会人

企業
（従業員や家族）

市街地住民
（町内会や公民館）

●農業従事者の高齢化

●農業従事者の減少

●維持保全管理（直接支払等あるが）
集落での共同活動が大きな負担
（農地や水路等の草刈、泥上げなど）

●農村のマンパワー不足による閉塞感
を打開したい

●農村集落・地域の農業を盛り上げる
きっかけがほしい

中山間地域では高齢化や担い手不足から、これまで集落の共同作業で行ってきた農地や水路等の保
全管理ができなくなってきており、これに伴う住民の閉塞感も高まっている。

このため、農山村ボランティアや社会貢献に前向きな企業や市街地自治会等、多様な外部サポー
ターとの協働により、新たに農地等地域資源の保全管理に取り組む集落を支援し、地域の活性化を図
るものである。

と
っ
と
り
共
生
の
里

みんなで取り組む農山村保全活動支援事業みんなで取り組む農山村保全活動支援事業

（とっとり農山村資源保全活動推進事業）

（共生の里推進加速化事業）

（むら・まち支え合い共生促進事業）

鳥取県農業生産１千億円達成プランへの位置付け鳥取県農業生産１千億円達成プランへの位置付け

基本方針 重点分野

１０年後を支える多様な担い手
が活躍できる環境を整えます

①担い手の育成・確保

②農業分野での働き方改革の推進

産地力をアップし、農業所得を
高めます

③水田農業の収益性向上

④園芸産地の基盤強化

⑤収益性の高い畜産経営の実現

⑥TPP及び日EU・EPA等を踏まえた競争力強化と経営安定

「食のみやこ鳥取県」の魅力を
国内外に発信します

⑦農林水産物・加工品の輸出拡大

⑧６次産業化・農商工連携の推進、新商品の開発

⑨食のみやこ鳥取ブランドの発信

地域の農業を元気にし、農とと
もに活きる鳥取県を実現します

⑩中山間地域など地域農業の推進
●とっとり共生の里協定締結累積数

H28時点:12地区 ⇒R３実績見込:17地区(R5目標:20地区)
●農山村ボランティア派遣地区数

H28時点:40地区 ⇒R３実績見込:35地区(R5目標:50地区)

⑪農業生産基盤の次世代に向けた整備と保全

⑫農村地域の防災・減災対策の強化

⑬農とともに活きる鳥取県

●次世代型ｲﾝﾌﾗﾒﾝﾃﾅﾝｽ
●日本型直接支払
●農地中間管理機構連携
●農業用施設長寿命化

●ため池防災減災対策
●農村防災体制サポート
●田んぼﾀﾞﾑの推進

●低コスト稲作技術の導入
推進(農地法面管理省力化
技術の推進)
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清水川
福永

西成

大立 上地

別所

睦逢

志谷

下西谷
柿原

R３新規受入集落
R３継続受入集落

北福

芦津

西郷湯谷

会下

立石

湖南

花原

法勝寺

高齢化・後継者不足の進行により、農地や農業用水路などの維持管理が困難になっている農山村集落に「農山村
ボランティア」を派遣し、農地など地域資源の保全管理を支援します。このボランティア派遣を行う事務局業務を民間
団体に委託するものです。

２ 農山村ボランティア （とっとり農山村資源保全活動推進事業）

令和３年度ボランティア派遣状況（２月末時点）※（ ）は当初契約数量、参加人数は２月末時点

＜近年の取組状況＞
 昨年度コロナの影響で大きく落ち込んだ派遣実績

は今年度回復傾向にあったが、コロナ禍前の派遣
数までは回復していない。

 R３年7月豪雨で土砂流入により埋塞した水路
復旧もボランティアで実施

 R3〜５年度のボランティア事務局業務の中で地
域活性化について企画立案

地区名 受託者 派遣集落数 新規地区 継続地区 参加人数

東部 学生人材バンク １４集落 （５回）６回 （３１回）３３回 １９７人

中部 学生人材バンク １０集落 （５回）４回 （１６回）２１回 １２２人

西部 学生人材バンク １１集落 （５回）２回 （２２回）３０回 １５９人

●立案した「企画」の実施について
派遣業務に加え農村の活性化につながる企画立案を委託し、各関係機関と連携しながら中山間地域の持続可

能な維持・発展が行われるよう、立案した企画を実施し、取り組みを実施する。

坂根

松原

葛谷
来日

船岡
見槻・志子部

山田

俵原

片柴
本泉

太一垣
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中山間地域の農村と企業や市街地住民が連携し、農地や農業用水路などの地域資源の保全活動を行いながら、
遊休農地の再生や農産物の生産、加工品づくりなどに取組み、農業農村の活性化につなげていきます。

３ とっとり共生の里

余戸地区

小船地区五月田地区

船岡地区

河本地区

屋住地区

菅福地区

福園地区
日光地区

御机地区

あいみ
富有の里地区

東小鹿地区

宮田地区

南さいはく地区

会下地区 東郷地区

地区名 市町名 協定締結日 協定者
(上段:集落、下段:企業)

余戸地区 鳥取市
佐治町 H27.3.20 ・余戸集落

・旺方トレーディング

小船地区 若桜町 H27.3.20 ・小船集落
・因幡地区郵便局長会

五月田地区 智頭町 H27.3.20 ・五月田集落
・鳥取銀行

菅福地区 日野町 H27.8.8 ・菅福地区連合自治会
・伯耆地区郵便局長会

船岡地区
（３期目） 八頭町 H28.3.12 ・鳥取県生活協働組合

（外９団体）

御机地区 江府町 H28.7.2 ・御机集落
・ｻﾝﾄﾘｰﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ

東小鹿地区 三朝町 Ｈ29.3.18 ・東小鹿集落
・東京海上日動火災保険

宮田地区 日南町 H29.5.12 ・宮田集落
・損保ジャパン日本興亜

会下地区 鳥取市
気高町 H29.7.23 ・会下集落

・三井住友海上火災保険

東郷地区 鳥取市 H29.9.16 ・東郷地区むらづくり協議会
・山陰酸素グループ

地区名 市町名 協定締結日 協定者
(上段:集落、下段:団体)

屋住地区 鳥取市
用瀬町 H27.5.18 ・屋住集落

・醇風地区公民館

河本地区 鳥取市
佐治町 H27.5.18 ・河本集落

・富桑地区公民館

福園地区 鳥取市
佐治町 H28.3.25 ・福園集落

・城北地区まちづくり協議会

日光地区 伯耆町 H28.5.28 ・日光地区協議会
・義方校区自治連合会

あいみ富有の
里地区 南部町 H28.7.24

・あいみ富有の里地域振興
協議会

・就将地区自治連合会

南さいはく
地区 南部町 H29.7.13 ・南さいはく地域振興協議会

・明道地区自治連合会

[とっとり共生の里 協定地区一覧] [むら・まち支え合い共生の里 協定地区一覧]

事業名 ●とっとり共生の里 ●むら・まち支え合い共生の里
協定期間 ５年間 ３年間

補助金
県2/3,市町1/3

1〜3年目 600千円
4〜5年目 300千円

1〜2年目 390千円
3年目 195千円

令和４年度拡充︓お試しとして単年度支援210千円

補助対象
農作業機械の購入リース／加工用機材・調理用器具の購入リース／
野菜の種苗、肥料代／パンフレット等の作成経費／交流会や収穫祭
に係る経費／その他活動に必要な経費 など

[助成制度]

○近年新規協定締結がなく、活動が停滞している
よく知らない相手との５年間の協定のハードルが高いとの声あ
り
⇒１年間のお試し期間で検討できるよう、制度拡充

3
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検討会での主
な意見 内容 対応状況・方針等

（１）具体的
な避難基準に
関する対策

決壊時の浸水想定区域内住民による確実な避
難行動が取られるためには、降雨状況等に応じた
避難開始の判断が必要。

〇ハザードマップ作成時のワークショップや地域の
防災行事を利用して、ため池決壊時の危険性
や避難行動についての啓発支援を実施。
〇ため池決壊時の浸水状況CGを作成し、上記
啓発資料として活用。【※本基金を活用 R2年
度実施】

（２）ため池の
管理手法に関
する対策につい
て

気象予測の情報にもとづき、事前にため池の貯
水位を低下させる「低水位管理」を行い、豪雨時
の貯水可能量を確保する必要がある。

ため池の低水位管理に関し、各地域の営農に
係る水利用に応じた具体的手法確立に資する
ため、各種調査データに基づき、豪雨予測に対
する水位低下量等の検討を行う。
〇受益農地の作付状況や用水系統の調査
〇営農期別の水利用量及び降雨量調査
〇水文調査結果に基づき、予測される豪雨規

模に応じた水位低下量の目安を設定
⇒地域農業との実態に即した低水位管理の

実施促進を図る。
【※本基金を活用 R2〜R3年度実施】

（３）ため池に
関するその他の
対策について

ア ハザードマップの活用
ハザードマップを活用した避難行動の定着

イ ため池の日常管理
ため池管理者による日常点検による状況把握

ウ ため池防災支援システムの活用
ため池決壊と下流被害の危険度をリアルタイムで

予測・表示し、緊急時にため池管理者等が行った
点検報告を情報共有できる「ため池防災支援シス
テム」の活用促進

ア 上記（１）
イ 日常点検項目を必要最小限とし、誰にでも
分かりやすい「チェックシート」を作成し、ため池管
理者に配布。
ウ システム導入のための機器整備【※本基金を
活用。R2年度実施】。

１ 事業の概要

近年多発する大型台風等の影響により、ため池の決壊、それに起因する人的被害が発生する懸念が強まっている。
一方、決壊した場合に住民や重要施設に影響を及ぼすため池の基準が見直され、防災対策を要するため池（防

災重点ため池）の箇所数が大幅に増加したため、管理者である農家・地域住民による適切な保全管理体制の構築
や避難体制の整備が喫緊の課題となっている。（防災重点ため池数︓85箇所⇒315箇所）
このため、防災重点ため池の管理手法及び適切な管理体制について緊急的に整備することで、地域で取り組み可

能なため池の管理体制を構築し、安全の確保及び住民全体の意識向上を図る。

地域で取り組むため池管理推進事業地域で取り組むため池管理推進事業

２ 事業実施内容等

防災重点ため池の増加 ハザードマップ作成

＜新たな課題＞

関係住民が避難
行動をとらないな
どの課題が発生

構成員︓ため池管理者、有識者
地方自治体

検討内容
住民の避難行動、安全確保に
向けた検討

実施期間
Ｒ元年11月〜12月に3回開催

ため池防災検討部会の発足

●住民の防災意識の高揚
●安全な避難を啓発

ため池の「低水位管理」イメージ

ため池浸水
ＣＧ動画
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 農業水利施設の多くは高度経済成長期に造成され、耐用年
数を超えた、あるいは迎えるものが増加しつつある。

 このため、適切な施設状況の点検・評価を実施し、施設機能
の維持や計画的な修繕整備等の推進することが、施設造成
者、管理者にとって重要な事項となっている。

 しかし、近年は施設管理（土地改良区、水利組合等）職員
の減少、高齢化等により管理体制が脆弱化しつつあるため、
本事業では点検の在り方や支援体制の整備、情報の共有化、
管理の省力化・高度化等の取組を検討し推進を図る。

次世代型農業インフラメンテナンス推進事業次世代型農業インフラメンテナンス推進事業

① 事業全体構想の検討（鳥取大学及び県土連と合同での検討）
② 施設監視記録票の再構築
③ 施設監視記録報告アプリシステム等の試行
④ 水土里情報システムと施設監視記録報告アプリシステム等の連携方法の検証
⑤ ストックマネジメントセンター(仮称)による支援体制の整備と必要経費の試算
⑥ 施設管理者勉強会の開催 ②〜⑥ は、県土連へ業務委託中

年度

項目
R2 R3 R4

1/4 2/4 3/4 4/4 1/4 2/4 3/4 4/4 1/4 2/4 3/4 4/4

全体構想検討

施設管理実態調査等

体制整備（ストマネセンター）

施設監視効率化・システム化

施設管理者、関係機関勉強会

新技術導入実証 大学等との連携による実証

監視効率化・システム化の在り方、費用等の検討 システム試作〜試行(一部管理者)〜評価・改善 システム試行(対象管理者) 〜評価・改善〜本格運用

体制構築・支援の在り方検討
ストマネセンター設置協議・準備、実施内容の精査、
費用等の検討

ストマネセンター設置〜運営〜取組評価・改善

管理実態、課題、意向等

大学等関係機関との連携実施

体制整備、システム化に対する調査等

管理実態・課題等を踏まえ内容を検討

＜各取組のスケジュール（予定）＞

＜勉強会の内容＞・施設監視、記録、保存の重要性と情報共有の必要性
・支援体制、システム化、簡易な記録票の検討状況
・対策工事費の概要（今後必要な地元負担の推移）
・活用可能な補助制度
・意見交換 など

①効果的な支援体制の検討（ストマネセンターの設置）

②施設監視・点検のシステム化（管理の効率化、高度化）

③新技術導入実証調査（管理の高度化）

④施設管理者向け勉強会（知識・理解向上）

（実証例）ドローンやロボットによる点検・診断

１ 事業の背景、概要

２ 事業のイメージ、実施状況

３ 令和３年度の実施内容と今後のスケジュール
＜R３年度の取組概要＞
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１ 事業の概要

中山間地域の農地法面は、面積が広大で草刈りの負担が大
きいため、担い手等への農地集積の阻害要因になっており、管理
の省力化が喫緊の課題となっている。
県ではH28,29の実証試験から、センチピードグラスを法面に被

覆させ、年の草刈を１,２回に低減することで、農地の保全や営
農意欲の維持、農地集積へ寄与することを期待している。
H30年度以降、本手法及び省力化の体験・普及促進のため、

モデルほ場の設置を行っている。

農地法面管理省力化支援事業農地法面管理省力化支援事業

施工前：年5回 吹付翌年：年1回

吹付作業

草刈り回数
４回減！

法面に芝を被覆させ省力化するイメージ

２ 過年度の状況

４ 令和４年度以降の検討課題等

第１期︓H30〜Ｒ２（33地区） 、 第２期︓R元〜Ｒ３（29地区）

第３期︓R２〜Ｒ４（22地区）

生育不良の原因分析と手順書の改訂

地区ごとの生育状況に大きくバラつきが生じ、生育良好、生育不良が見られた。
⇒ 生育不良の主な原因は以下の3つと推察
① 組織・個人によって管理の程度に差が大きい(地元負担ゼロも悪影響)
② 県作成の手順書に曖昧な表記が多く、厳密な管理が必要とわかりづらい。
③ 知見・実績を有する法面業者と意見交換を行ってこなかった。

吹付（R2.7/7） 1.5ヶ月後（8/21） 2.5ヶ月後（9/24）

優良地区の生育過程（鳥取市木梨地区） ※草刈り、除草を頻繁に実施

過年度に設置したモデルほ場の一部では、土質・地形等の現地条件により植生の被覆状況にバラつきが見られること
から、現地条件により植生にかかる施工方法を地元でも選択できるように鳥取大学に令和３年度では原因分析が十
分でないため、必要な基礎調査・分析を委託し、農業者が管理しやすく、管理者が作業留意点を徹底し、センチピー
ドグラスを法面に被覆させる作業手順書に改訂する。

吹付（R3.6.28） 2か月後（被覆）0.5か月後（発芽） 3.5か月後（R3.10.15）

優良地区の生育過程（鳥取市上段地区） ※乾燥防止のため、かん水を実施

吹付（R3.6.29） 0.5か月後（発芽） 2か月後（被覆） 3.5か月後（R3.10.14）

土壌保水性が低く、生育不良３ 令和３年度の取組

7/25～8/28：かん水

草刈と草抜きを丁寧に実施

被覆率向上のため、鳥取大学へ生育不良の原因分析及び取組組織への指導・助言を委託契約、種子吹付前に
現地確認を実施し、作業留意点（吹付前の礫や苔を除去して地山を露出、夏季の過乾燥防止のためかん水や吹
付後の丁寧な草刈り）を取組組織に対し改めて注意喚起した。
⇒ 過年度に比べて管理の徹底が行われ、吹付後2か月で8割以上被覆度に達した地区も複数見られた。
⇒ 優良地区の生育状況と作業実績について分析し、作業留意点の重要性を手順書に反映する。

吹付前の現地指導

鳥取大学山本教授と共に
6/21（東部）、28（中西部）に実施

25



 
 
 

その他 



令
和

３
年

度
多

面
的

機
能

支
払

鳥
取

県
農

林
水

産
部

農
業

振
興

監
農

地
・

水
保

全
課

係
長

大
坪

宏
文

令
和

４
年

2月

鳥
取

県
の

活
動

状
況

及
び

活
動

事
例

に
つ

い
て



○
農

業
農

村
の

多
面

的
機

能
(国

土
保

全
,水

源
か

ん
養

,環
境

保
全

,景
観

形
成

等
)は

、
国

民
全

体
に

恩
恵

。
○

高
齢

化
や

人
口

減
少

に
伴

い
地

域
の

共
同

活
動

が
困

難
に

。
多

面
的

機
能

喪
失

の
恐

れ
。

○
担

い
手

は
農

地
を

借
り

受
け

る
と

、
水

路
や

農
道

の
維

持
管

理
負

担
の

増
大

を
懸

念
。

○
共

同
活

動
や

営
農

の
継

続
に

対
し

て
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

地
域

と
担

い
手

が
互

い
に

支
え

合
い

、
農

業
農

村
の

多
面

的
機

能
が

継
続

的
に

発
揮

さ
れ

る
よ

う
後

押
し

。
ま

た
、

流
域

の
あ

ら
ゆ

る
関

係
者

が
協

働
し

て
流

域
全

体
で

災
害

に
備

え
る

「
流

域
治

水
」

の
取

組
を

推
進

す
る

た
め

、
「

田
ん

ぼ
ダ

ム
」

の
取

組
を

推
進

。

土
砂

崩
れ

を
防

ぐ
機

能

土
の

流
出

を
防

ぐ
機

能
地

下
水

を
つ

く
る

機
能

農
村

の
景

観
を

保
全

す
る

機
能

文
化

を
伝

承
す

る
機

能

暑
さ

を
や

わ
ら

げ
る

機
能

体
験

学
習

と
教

育
の

機
能

生
き

も
の

の
す

み
か

に
な

る
機

能

川
の

流
れ

を
安

定
さ

せ
る

機
能

癒
し

や
安

ら
ぎ

を
も

た
ら

す
機

能

洪
水

を
防

ぐ
機

能

農
村

の
多

面
的

機
能

の
イ

メ
ー

ジ
図

〇
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
の

取
組

拡
大

農
振

農
用

地
区

域
面

積
に

対
す

る
農

地
維

持
支

払
取

組
面

積
カ

バ
ー

率
現

在
(R

2年
度

）
令

和
７

年
度

５
２

%
   

 →
   

  ６
０

％

〇
田

ん
ぼ

ダ
ム

の
推

進
田

ん
ぼ

ダ
ム

取
り

組
み

面
積

現
在

(R
2年

度
）

令
和

７
年

度
５

８
ha

→
   

５
０

０
ha

【
鳥

取
県

農
業

生
産

１
千

億
円

達
成

プ
ラ

ン
の

目
標

】



・
令

和
2年

度
時

点
、

19
市

町
村

に
お

い
て

、
62

2組
織

が
約

16
千

ha
の

農
用

地
で

、
約

4.
7千

km
の

水
路

、
約

3.
0千

㎞
の

農
道

、
約

3百
箇

所
の

た
め

池
を

対
象

に
地

域
の

共
同

活
動

に
よ

る
保

全
管

理
を

実
施

。
・

本
交

付
金

創
設

前
の

平
成

25
年

度
か

ら
取

組
面

積
は

右
肩

上
が

り
増

加
し

て
い

た
が

、
平

成
30

年
度

を
ピ

ー
ク

に
横

ば
い

で
推

移
し

て
い

る
。

理
由

と
し

て
新

た
な

隣
接

農
地

の
取

込
や

新
規

組
織

の
立

ち
上

げ
な

ど
増

加
が

あ
る

中
、

令
和

元
年

度
は

平
成

26
年

度
か

ら
開

始
し

た
組

織
の

再
認

定
、

令
和

2年
度

は
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
の

期
の

変
わ

り
目

に
当

た
り

、
解

散
組

織
に

よ
る

面
積

減
が

あ
っ

た
こ

と
が

影
響

し
て

い
る

。
・

活
動

組
織

数
に

つ
い

て
は

平
成

27
年

度
よ

り
広

域
化

の
進

展
に

よ
り

、
平

成
28

年
度

を
ピ

ー
ク

に
減

少
し

て
い

る
。

・
令

和
7年

度
に

カ
バ

ー
率

60
％

に
向

け
て

、
取

組
を

推
進

。

6,
11

2 

8,
69

0 
9,

63
8 

10
,1

35
 1

0,
15

9 
9,

96
3 

10
,0

48
 13

,3
07

 14
,9

04
 15

,8
92

 1
6,

04
3 

16
,3

94
 1

6,
07

0 
16

,0
70

 

24
6 

32
7 

36
2 

39
2 

39
6 

38
4 

38
8 

61
5 

71
5 

75
3 

71
4 

71
3 

64
3 

62
2 

020
0

40
0

60
0

80
0

1,
00

0

1,
20

0

1,
40

0

1,
60

0

1,
80

0

2,
00

0

0

5,
00

0

10
,0

00

15
,0

00

20
,0

00

H1
9

H2
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R1
R2

取
組
面
積

組
織
数

〜
取

組
面

積
と

組
織

数
（

農
地

維
持

支
払

）
〜

多
面

的
機

能
支

払
農

地
・

水
保

全
管

理
支

払
農

地
・

水
・

環
境

保
全

向
上

対
策

※
取

組
面

積
に

は
農

振
農

用
地

外
を

含
む

R718
,5
00

取
組

面
積

（
ha

）



中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

７
，

５
９

５
ha

多
面

的
機

能
支

払
１

５
，

７
２

８
a

重
複

除
く

９
，

５
１

７
ha

重
複

除
く

１
，

３
８

４
ha

重
複

６
，

２
１

１
ha

多
面

的
機

能
支

払
＋

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

１
７

，
１

１
２

ha

※
農

地
維

持
支

払
〜

多
面

的
機

能
支

払
※
と

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

と
の

重
複

関
係

〜

〜
保

全
管

理
し

て
い

る
対

象
施

設
（

農
地

維
持

支
払

）
〜

（
令

和
２

年
度

時
点

）

水
路

(k
m

)
農
道

(k
m

)
た
め
池

( 箇
所

)

鳥
取
県

4,
68

3
2,

95
1

32
5

・
多

面
的

機
能

支
払

と
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
の

取
組

面
積

に
つ

い
て

、
併

せ
て

約
17

千
ha

の
農

用
地

で
地

域
共

同
の

取
組

に
よ

り
保

全
さ

れ
て

い
る

。
・

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

に
取

り
組

む
組

織
の

う
ち

、
約

８
割

の
農

用
地

で
多

面
的

機
能

支
払

と
重

複
し

て
活

動
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

今
後

、
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
の

み
を

活
動

さ
れ

て
い

る
地

域
で

も
多

面
的

機
能

支
払

の
活

動
を

推
進

す
る

。

（
令

和
２

年
度

時
点

）



鳥
取

県
全

国

・
県

内
活

動
組

織
の

取
組

面
積

は
、

平
均

26
ha

と
な

っ
て

お
り

、
50

ha
以

下
の

規
模

で
の

活
動

が
95

％
を

占
め

て
お

り
、

多
く

の
組

織
が

集
落

単
位

で
組

織
さ

れ
て

い
る

。
・

平
成

27
年

度
よ

り
広

域
組

織
化

が
始

ま
り

、
令

和
2年

度
の

広
域

活
動

組
織

数
は

20
組

織
で

、
保

全
管

理
す

る
面

積
は

4.
4千

ha
（

県
内

取
組

面
積

の
27

％
）

と
な

っ
て

お
り

、
年

々
増

加
し

て
い

る
。

20
〜

50
ha

20
1組

織
32

％

20
〜

50
ha

95
00

組
織

36
％

〜
20

ha
39

5組
織

63
％

〜
20

ha
91

48
組

織
35

％
50

〜
10

0h
a

42
94

組
織

16
％

50
〜

10
0h

a
26

組
織

4％
10

0〜
20

0h
a

17
15

組
織

7％

20
0h

a〜
15

76
組

織
6％

10
0〜

20
0h

a
0組

織
0％

20
0h

a〜
7組

織
1％

〜
認

定
農

用
地

の
規

模
〜

（
令

和
２

年
度

時
点

）
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,6

99
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9 

1,
60

1 
2,

06
4 

3,
53

8 
4,

37
1 

38
8 

61
5 

71
3 

74
8 

70
0 

69
5 

62
7 

60
2 

0

0

2
5

14
18

16
20

02,
00

0

4,
00

0

6,
00

0

8,
00

0

10
,0

00

12
,0

00

14
,0

00

16
,0

00

18
,0

00

20
,0

00

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

80
0

90
0

1,
00

0

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

R1
R2

活
動

組
織

面
積

(h
a)

広
域

活
動

面
積

(h
a)

活
動

組
織

数
広

域
活

動
組

織
数

・
岩

美
町

、
三

朝
町

、
北

栄
町

、
日

南
町

で
は

町
一

本
の

広
域

組
織

と
し

て
活

動
し

て
お

り
、

広
域

組
織

へ
の

合
併

が
進

ん
で

い
る

。
・

ま
た

、
倉

吉
市

や
琴

浦
町

で
は

土
地

改
良

区
単

位
の

広
域

化
が

進
ん

で
い

る
。

・
活

動
が

困
難

な
隣

接
活

動
組

織
と

の
合

併
・

取
込

に
よ

る
、

複
数

集
落

合
併

型
の

広
域

化
も

進
ん

で
い

る
。

・
引

き
続

き
、

事
務

作
業

の
外

部
委

託
を

含
め

、
広

域
化

を
推

進
し

て
い

く
。

広
域

組
織

の
形

態
市

名
広

域
協

定
名

１
市

町
１

組
織

型

岩
美

町
岩

美
町

農
地

環
境

保
全

活
動

組
織

三
朝

町
三

朝
町

農
地

環
境

保
全

活
動

組
織

北
栄

町
北

栄
町

多
面

広
域

協
定

日
南

町
日

南
町

農
地

・
水

・
環

境
保

全
広

域
協

定

土
地

改
良

区
型

倉
吉

市

南
谷

環
境

保
全

対
策

協
議

会
久

米
ヶ

原
地

域
農

地
・

水
・

環
境

保
全

組
織

四
王

寺
地

区
資

源
保

全
会

上
北

条
農

地
保

全
協

議
会

大
鴨

環
境

保
全

会

湯
梨

浜
町

み
ど

り
の

保
全

会

琴
浦

町
東

伯
水

土
里

保
全

会
赤

碕
水

土
里

の
会

複
数

集
落

合
併

型

鳥
取

市

瑞
穂

地
区

環
境

を
守

る
会

西
郷

農
地

水
ま

も
り

隊
日

置
谷

お
む

す
び

隊

智
頭

町
三

月
田

資
源

保
全

会

日
南

町

笠
木

福
万

来
集

落
保

全
会

運
営

委
員

会
い

ば
ら

活
動

組
織

多
里

広
域

協
定

花
口

広
域

協
定

〜
広

域
組

織
の

推
移

〜
組

織
数

面
積

(h
a)

※
取

組
面

積
に

は
農

振
農

用
地

外
を

含
む



・
取

組
面

積
は

全
国

34
位

、
カ

バ
ー

率
は

全
国

20
位

と
な

っ
て

い
る

。
中

国
地

方
に

お
い

て
、

島
根

県
の

56
％

（
全

国
15

位
）

に
次

い
で

2番
目

で
あ

る
。

・
取

組
組

織
数

は
全

国
18

位
で

、
取

組
面

積
規

模
は

全
国

44
位

と
活

動
面

積
が

小
さ

い
こ

と
が

み
ら

れ
る

。
た

だ
し

、
広

域
組

織
数

は
全

国
15

位
と

高
く

、
組

織
の

広
域

化
が

進
ん

で
い

る
。

〜
取

組
面

積
の

全
国

順
位

〜
〜

カ
バ

ー
率

の
全

国
順

位
〜

〜
組

織
数

の
全

国
順

位
〜

〜
広

域
組

織
数

の
全

国
順

位
〜

〜
取

組
面

積
規

模
の

全
国

順
位

〜

順
位

都
道
府
県
名

取
組
面
積

(h
a)

1
北
海
道

78
2,

48
2

2
新
潟

12
4,

71
6

3
秋
田

97
,0

12
4

山
形

83
,4

69
5

岩
手

76
,4

72
34

鳥
取

16
,0

70
全
国
平
均

48
,7

41
中
国
平
均

18
,7

67

順
位

都
道
府
県
名

農
用
地
面
積

認
定

農
用

地
面

積
カ
バ
ー
率

1
兵
庫

50
,6

04
61

,8
00

81
.9

%
2

福
井

38
,4

00
31

,3
33

81
.6

%
3

富
山

55
,9

00
41

43
4

74
.1

%
4

新
潟

16
8,

70
0

12
4,

71
6

73
.9

%
5

滋
賀

50
,3

00
36

,4
66

72
.5

%
20

鳥
取

30
,8

00
16

,0
70

52
.2

%
全
国
平
均

4,
14

6,
10

0
2,

29
0,

82
0

55
.3

%
中
国
平
均

93
,8

35
14

2,
48

3
43

.2
%

順
位

都
道
府
県
名

取
組

面
積

規
模

（
ha

)
1

北
海
道

1,
05

6
2

沖
縄

40
8

3
熊
本

16
3

4
新
潟

12
7

5
山
形

10
2

44
鳥
取

26
全
国
平
均

87
中
国
平
均

33

順
位

都
道
府
県
名

組
織
数

1
兵
庫

1,
78

8
2

福
島

1,
36

7
3

岩
手

1,
02

5
4

富
山

1,
01

0
5

秋
田

98
5

18
鳥
取

62
2

全
国
平
均

55
8

中
国
平
均

57
1

順
位

都
道
府
県
名

広
域
組
織
数

1
新
潟

14
7

2
山
形

68
3

秋
田

58
4

岩
手

55
5

熊
本

54
15

鳥
取

20
全
国
平
均

21
中
国
平
均

18

※
取

組
面

積
に

は
農

振
農

用
地

外
を

含
む



天
神

地
区

淀
江

地
区

印
賀

地
区

○
流

域
治

水
対

策
（

田
ん

ぼ
ダ

ム
）

に
取

り
組

む
水

田
を

組
織

で
管

理
す

る
場

合
、

防
災

施
設

と
し

て
位

置
付

け
、

畦
畔

補
強

を
長

寿
命

化
活

動
で

実
施

可
能

と
し

た
。

○
田

ん
ぼ

ダ
ム

に
取

り
組

む
組

織
へ

計
画

的
な

活
動

実
施

で
き

る
よ

う
、

国
の

予
算

配
分

状
況

に
か

か
わ

ら
ず

優
先

配
分

を
実

施
。

令
和

３
年

度
取

組
地

区
１

０
組

織
鳥

取
市

９
組

織
琴

浦
町

１
組

織

検
討

地
区

１
２

組
織

鳥
取

市
１

組
織

、
智

頭
町

１
組

織
倉

吉
市

２
組

織
、

湯
梨

浜
町

２
組

織
、

北
栄

町
１

組
織

米
子

市
１

組
織

、
南

部
町

３
組

織
、

日
南

町
１

組
織

R3
実
施
地
区

検
討
地
区

令
和

３
年

度
取

組
地

区
（

10
組

織
）

の
令

和
5年

度
取

組
目

標
面

積
15

7h
a

長
砂

町
内

会
農

地
・

水
・

環
境

保
全

会
古

郡
家

環
境

保
全

隊
祢

宜
谷

地
区

農
地

・
水

保
全

会

東
大

路
緑

会
桜

谷
農

地
水

環
境

保
全

会
国

信
地

区
農

地
・

水
・

環
境

保
全

向
上

活
動

組
織

掛
相

区
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
管

理
組

合

南
部
町

A

南
部
町

B
南
部
町

C

日
南
町

米
子
市

倉
吉
市

A
倉
吉
市

B

湯
梨
浜
町

A
湯
梨
浜
町

B
湯
梨
浜
町

C

北
栄
町

鳥
取
市 智
頭
町



「
田

ん
ぼ

ダ
ム

が
分

か
ら

な
い

」
と

い
う

声
を

受
け

て
、

田
ん

ぼ
ダ

ム
を

ど
の

よ
う

に
実

施
す

る
の

か
、

ど
の

よ
う

な
効

果
が

あ
る

の
か

を
モ

デ
ル

ほ
場

で
実

際
に

田
ん

ぼ
ダ

ム
を

実
施

し
、

実
施

方
法

、
効

果
を

知
り

、
感

じ
て

い
た

不
安

を
解

消
す

る
た

め
の

見
学

会
を

来
年

度
予

定
し

て
い

ま
す

。
詳

細
に

つ
い

て
は

、
今

後
フ

ァ
ー

ム
ラ

ン
ド

な
ど

を
通

じ
て

報
告

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
の

で
、

ぜ
ひ

見
学

会
へ

ご
参

加
く

だ
さ

い
。

○
実

証
展

示
の

内
容

※
R5

も
実

施
予

定
【

開
催

時
期

】
令

和
4年

6月
〜

11
月

（
5回

開
催

予
定

）
各

1時
間

程
度

を
想

定
し

て
い

ま
す

。
【

展
示

内
容

】
・

田
ん

ぼ
ダ

ム
用

の
堰

板
を

設
置

し
た

区
画

と
通

常
の

営
農

で
の

区
画

で
の

ほ
場

に
降

っ
た

雨
を

ほ
場

内
に

一
時

貯
留

す
る

状
況

や
下

流
へ

の
排

水
を

調
整

す
る

状
況

を
確

認
。

・
様

々
な

落
水

工
の

形
状

に
対

し
、

田
ん

ぼ
ダ

ム
の

実
施

方
法

を
展

示
。

・
隣

接
す

る
区

画
に

て
、

通
常

よ
り

ほ
場

に
水

を
貯

め
る

こ
と

に
よ

る
生

育
へ

の
影

響
や

畦
畔

へ
の

影
響

を
検

証
。

【
実

施
場

所
】

鳥
取

県
農

業
試

験
場

周
辺

（
鳥

取
市

橋
本

）
田

ん
ぼ

ダ
ム

実
施

区
画

田
ん

ぼ
ダ

ム
未

実
施

区
画

ほ
場

内
の

水
位

が
高

い
→

一
時

貯
留

効
果

︓
有

下
流

へ
の

排
水

量
少

→
排

水
量

調
整

効
果

︓
有

水
位

が
低

い
→

一
時

貯
留

効
果

︓
小



組
織

名
市

町
村

活
動

事
例

東
伯

水
土

里
保

全
会

（
琴

浦
町

）
土

地
改

良
区

単
位

で
の

広
域

化
久

米
ヶ

原
地

域
農

地
・

水
・

環
境

保
全

組
織

（
倉

吉
市

）
土

地
改

良
区

単
位

で
の

広
域

化
門

田
区

農
地

・
水

・
環

境
保

全
会

（
湯

梨
浜

町
）

農
村

環
境

の
保

全
・

向
上

清
水

川
農

地
・

水
・

環
境

保
全

向
上

対
策

協
議

会
（

南
部

町
）

構
造

改
革

の
後

押
し

等
地

域
農

業
へ

の
貢

献
奥

屋
堂

羅
地

域
資

源
保

全
会

（
若

桜
町

）
農

村
の

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
維

持
・

強
化

へ
の

貢
献

下
安

井
集

落
農

地
・

水
保

全
管

理
活

動
組

織
（

江
府

町
）

農
業

用
施

設
の

機
能

増
進

北
栄

町
多

面
広

域
協

定
（

う
ち

、
下

種
地

域
ふ

る
さ

と
保

全
会

）
（

北
栄

町
）

農
村

環
境

の
保

全
・

向
上

木
梨

地
域

環
境

保
全

組
合

（
鳥

取
市

）
地

域
資

源
の

適
切

な
保

全
管

理
の

推
進

赤
碕

水
土

里
の

会
（

琴
浦

町
）

農
村

の
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

維
持

・
強

化
へ

の
貢

献
吉

谷
農

地
保

全
会

（
米

子
市

）
施

設
の

定
期

的
な

点
検

・
清

掃



【
地

区
概

要
】

・
認

定
農

用
地

面
積

29
6h

a
（

田
20

5.
7h

a、
畑

89
.9

ha
）

・
管

理
施

設
水

路
74

.0
km

農
道

39
.8

km
た

め
池

1箇
所

・
主

な
構

成
員

農
業

者
、

自
治

会
、

土
地

改
良

区
、

女
性

会
、

子
供

会
・

活
動

内
容

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

東
伯

水
土

里
保

全
会

（
琴

浦
町

）
土

地
改

良
区

単
位

で
の

広
域

化
（

先
進

事
例

）
と

う
は

く 土
地

改
良

区
に

よ
る

農
業

水
利

施
設

の
整

備
・

管
理

に
加

え
、

地
域

住
民

を
巻

き
込

ん
だ

農
村

協
働

力
を

支
え

る

【
連

携
前

】
（

集
落

）
高

齢
化

に
よ

り
事

務
を

担
う

リ
ー

ダ
ー

の
後

継
者

が
い

な
い

た
め

、
交

付
金

の
活

動
継

続
が

困
難

（
土

地
改

良
区

）
農

業
用

施
設

が
老

朽
化

し
、

管
理

費
の

増
加

に
苦

慮

【
土

地
改

良
区

と
の

連
携

の
効

果
】

・
土

地
改

良
区

が
事

務
を

担
う

こ
と

で
、

集
落

は
活

動
を

継
続

で
き

た
・

集
落

は
事

務
に

か
け

て
い

た
時

間
を

活
動

に
集

中
で

き
る

こ
と

で
、

子
供

会
や

女
性

会
と

の
活

動
に

よ
り

世
代

間
を

超
え

た
農

村
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

強
化

が
図

ら
れ

た
。

・
土

地
改

良
区

は
交

付
金

を
活

用
し

、
農

業
用

施
設

整
備

を
計

画
的

に
実

施
す

る
こ

と
が

可
能

に
な

っ
た

。

設
立

前
設

立
H

29
.6

H
30

R3
将

来
目

標

集
落

数
１

４
５

11
36

取
組

面
積

(h
a)

53
10

7
16

8
18

3
87

9

農
業

者
73

人
12

0人
14

3人
24

0人
－

非
農

家
４

団
体

59
人

５
団

体
59

人
５

団
体

13
1人

21
団

体
－

【
取

組
集

落
の

広
が

り
】

【
土

地
改

良
区

の
想

い
】

改
良

区
エ

リ
ア

で
一

つ
の

組
織

と
し

て
、

改
良

区
に

よ
る

保
全

管
理

と
一

体
的

に
多

面
の

活
動

に
よ

り
地

域
農

業
を

守
っ

て
行

き
た

い
。

農
道

へ
の

植
栽

活
動

（
女

性
会

と
の

連
携

）

餅
つ

き
会

（
子

供
会

と
の

連
携

）



○
広

大
な

久
米

ヶ
原

台
地

は
複

数
の

集
落

に
ま

た
が

っ
て

い
る

た
め

、
草

刈
り

や
泥

上
げ

等
の

維
持

活
動

を
実

施
す

る
際

に
各

集
落

の
連

携
が

必
要

。
○

水
源

と
し

て
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
が

広
範

囲
に

設
置

さ
れ

て
い

る
た

め
、

定
期

的
な

更
新

が
必

要
。

○
未

舗
装

農
道

や
土

水
路

が
多

い
た

め
保

全
管

理
に

苦
慮

し
て

お
り

、
計

画
的

に
農

道
や

水
路

の
更

新
が

必
要

。
○

営
農

条
件

の
悪

い
農

地
で

は
、

継
続

し
た

営
農

が
困

難
で

耕
作

放
棄

地
が

点
在

し
て

い
る

。

久
米

ヶ
原

地
域

農
地

・
水

・
環

境
保

全
組

織
（

倉
吉

市
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題
取

組
内

容

○
広

域
組

織
の

た
め

、
各

集
落

と
の

連
携

を
図

る
こ

と
が

で
き

、
効

率
的

な
共

同
作

業
が

可
能

と
な

り
、

荒
廃

農
地

に
な

ら
な

い
よ

う
、

豊
か

な
環

境
が

守
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

農
業

用
施

設
が

守
ら

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

突
発

的
な

事
故

を
予

防
し

、
安

心
し

た
施

設
管

理
に

繋
が

っ
て

い
る

。
○

土
地

改
良

区
が

事
務

局
を

す
る

こ
と

で
、

計
画

的
に

施
設

の
改

修
を

実
施

出
来

て
い

る
。

○
施

設
の

改
修

に
よ

り
農

地
の

耕
作

条
件

も
良

く
な

り
、

新
規

就
農

者
も

増
え

、
継

続
し

た
営

農
が

可
能

と
な

っ
た

。
○

安
定

し
た

農
業

用
施

設
の

管
理

に
よ

り
、

生
産

者
の

意
欲

が
向

上
し

、
生

産
性

や
収

益
性

も
向

上
し

、
特

に
ス

イ
カ

は
「

倉
吉

ス
イ

カ
１

６
億

円
達

成
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

に
繋

が
っ

て
い

る
。

取
組

の
効

果

土
地

改
良

区
単

位
で

の
広

域
化

【
地

区
概

要
】

・
認

定
農

用
地

面
積

26
9h

a
（

田
1.

8h
a、

畑
24

2.
4h

a、
草

地
24

.6
ha

）
・

管
理

施
設

水
路

46
.6

km
農

道
49

.2
km

た
め

池
2箇

所
・

主
な

構
成

員
農

業
者

、
自

治
公

民
館

、
土

地
改

良
区

・
活

動
内

容
農

地
維

持
支

払
資

源
向

上
支

払
（

共
同

、
長

寿
命

化
）

○
農

地
、

農
道

、
水

路
の

維
持

管
理

（
草

刈
り

・
泥

上
げ

等
を

年
2〜

3回
実

施
）

く
め

が
は

ら

○
肥

沃
な

畑
地

帯
で

あ
る

久
米

ヶ
原

台
地

で
は

大
山

山
麓

か
ら

流
れ

る
清

涼
な

水
を

使
用

し
、

倉
吉

市
の

特
産

物
で

あ
る

「
倉

吉
ス

イ
カ

」
を

中
心

に
野

菜
や

飼
料

作
物

が
生

産
さ

れ
て

い
る

。
○

久
米

ヶ
原

地
域

農
地

・
水

・
環

境
保

全
組

織
は

、
豊

か
な

久
米

ヶ
原

台
地

と
か

ん
が

い
施

設
を

次
世

代
へ

繋
ぐ

た
め

、
平

成
1９

年
（

農
地

・
水

・
環

境
保

全
向

上
対

策
事

業
）

に
１

１
集

落
か

ら
な

る
広

域
組

織
と

し
て

設
立

し
、

多
面

的
機

能
支

払
制

度
の

創
設

後
も

引
き

続
き

活
動

を
続

け
て

い
る

。
○

本
地

域
の

水
系

を
管

理
す

る
久

米
ヶ

原
土

地
改

良
区

に
事

務
委

託
す

る
こ

と
に

よ
り

、
広

範
囲

且
つ

長
期

的
な

施
設

の
整

備
計

画
を

進
め

て
い

る
。

○
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
の

老
朽

化
部

分
の

補
修

、
制

水
弁

・
減

圧
弁

等
の

更
新

○
未

舗
装

農
道

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
、

素
掘

り
水

路
か

ら
コ

ン
ク

リ
ー

ト
水

路
へ

更
新



○
地

区
の

農
業

者
の

減
少

や
高

齢
化

に
よ

り
農

家
の

負
担

が
大

き
く

な
っ

て
い

る
。

〇
既

存
の

農
業

施
設

が
、

経
年

に
よ

り
機

能
の

低
下

が
問

題
と

な
っ

て
お

り
、

補
助

事
業

の
利

用
を

試
み

る
も

、
地

元
負

担
や

農
家

負
担

が
伴

い
、

維
持

管
理

が
難

し
い

。
〇

外
来

種
（

ジ
ャ

ン
ボ

タ
ニ

シ
)

の
食

害
被

害
が

生
じ

て
お

り
、

営
農

に
支

障
を

来
し

て
い

る
。

門
田

区
農

地
・

水
・

環
境

保
全

会
（

湯
梨

浜
町

）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題
取

組
内

容

○
ジ

ャ
ン

ボ
タ

ニ
シ

の
駆

除
活

動
に

延
べ

63
人

が
参

加
。

用
排

水
路

に
生

息
す

る
卵

を
水

の
中

に
落

と
し

て
食

害
を

防
い

だ
。

〇
「

田
ん

ぼ
の

学
校

」
と

称
し

、
小

学
生

や
保

護
者

も
加

わ
っ

た
生

き
物

調
査

を
行

っ
た

。
延

べ
18

人
が

参
加

し
、

生
体

系
に

関
す

る
関

心
や

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
〇

景
観

形
成

が
図

ら
れ

、
植

栽
場

所
を

散
歩

す
る

人
が

増
え

た
。

地
域

の
ふ

れ
あ

い
の

場
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

〇
地

域
の

総
事

と
し

て
行

っ
て

い
る

ク
リ

ー
ン

活
動

を
共

同
活

動
の

対
象

と
す

る
こ

と
で

、
参

加
者

の
環

境
保

全
に

対
す

る
意

識
が

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

取
組

の
効

果

農
村

環
境

の
保

全
・

向
上

【
地

区
概

要
】

・
認

定
農

用
地

面
積

52
ha

（
田

42
.2

ha
、

畑
10

.2
ha

）
・

管
理

施
設

水
路

11
.5

km
農

道
10

.2
km

・
主

な
構

成
員

農
業

者
個

人
、

自
治

会
、

子
供

会
、

学
校

・
PT

A、
土

地
改

良
区

・
活

動
内

容
農

地
維

持
支

払
資

源
向

上
支

払
（

共
同

、
長

寿
命

化
）

生
態

系
保

全
活

動
○

外
来

種
の

駆
除

（
ジ

ャ
ン

ボ
タ

ニ
シ

)
【

写
真

左
上

】
○

生
き

物
調

査
（

田
ん

ぼ
の

学
校

)
【

写
真

右
上

】

○
門

田
地

区
農

地
・

水
・

環
境

保
全

会
は

、
農

地
、

農
業

用
施

設
の

保
全

管
理

、
農

村
環

境
の

保
全

を
目

的
と

し
て

平
成

20
年

に
設

立
さ

れ
た

。
○

本
地

域
（

組
織

）
は

、
東

郷
池

周
辺

に
開

け
た

農
村

地
帯

で
あ

り
、

平
坦

地
の

水
田

で
は

水
稲

・
大

豆
の

集
団

栽
培

に
取

組
ん

で
お

り
、

傾
斜

地
で

は
梨

の
栽

培
が

盛
ん

で
あ

る
。

○
農

家
だ

け
で

は
な

く
、

地
区

内
の

多
様

な
組

織
や

幅
広

い
年

代
の

参
加

者
と

活
動

を
行

う
こ

と
で

、
地

区
全

体
で

環
境

保
全

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

、
取

組
に

対
す

る
協

力
意

識
が

高
ま

っ
た

。

景
観

形
成

・
生

活
環

境
保

全
活

動
○

花
の

植
栽

活
動

（
ビ

オ
ラ

の
花

植
え

)
【

写
真

左
下

】
○

ク
リ

ー
ン

活
動

（
ゴ

ミ
拾

い
)

【
写

真
右

下
】

か
ど
た

 



○
本

地
域

は
、

人
口

減
少

や
高

齢
化

に
よ

り
農

業
従

事
者

が
減

少
傾

向
に

あ
り

、
将

来
、

地
域

の
農

地
が

維
持

管
理

で
き

な
く

な
る

の
で

は
な

い
か

と
の

不
安

が
あ

っ
た

。
○

ま
た

、
地

域
内

の
ほ

場
は

比
較

的
小

規
模

な
も

の
が

お
お

く
、

効
率

性
に

乏
し

い
こ

と
か

ら
、

担
い

手
を

育
成

し
、

農
地

の
集

積
を

図
る

必
要

が
あ

っ
た

。

清
水

川
農

地
・

水
・

環
境

保
全

向
上

対
策

協
議

会
（

南
部

町
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題
取

組
内

容
取

組
の

効
果

構
造

改
革

の
後

押
し

等
地

域
農

業
へ

の
貢

献
【

地
区

概
要

・
認

定
農

用
地

面
積

8h
a

（
田

7.
6h

a）
・

管
理

施
設

水
路

1.
8k

m
農

道
3.

2k
m

・
主

な
構

成
員

自
治

会
、

子
供

会
、

農
業

法
人

・
活

動
内

容
農

地
維

持
支

払
資

源
向

上
支

払
（

共
同

、
長

寿
命

化
）

○
交

付
金

の
活

用
に

よ
り

、
地

域
で

農
地

等
を

保
全

管
理

す
る

だ
け

で
な

く
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
強

化
の

取
組

み
を

通
じ

て
、

２
０

戸
あ

る
農

業
を

さ
れ

な
い

世
帯

を
は

じ
め

、
大

学
生

、
地

域
内

外
で

活
躍

す
る

団
体

と
の

つ
な

が
り

を
広

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
○

中
心

経
営

体
と

し
て

活
躍

す
る

合
同

会
社

清
水

川
が

、
水

稲
の

ほ
か

、
古

代
米

を
栽

培
、

清
酒

に
加

工
販

売
し

、
農

地
の

有
効

活
用

と
多

角
的

な
経

営
を

行
っ

て
い

る
。

○
女

性
が

活
動

組
織

代
表

者
と

な
り

、
女

性
が

活
動

に
積

極
的

に
参

画
し

て
い

る
。

○
子

供
会

（
小

学
生

）
に

水
棲

生
物

の
生

育
状

況
の

把
握

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

○
地

域
住

民
と

と
も

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

大
学

生
が

「
古

代
米

」
を

栽
培

に
携

わ
っ

て
い

る
。

し
み

ず
が

わ

○
清

水
川

農
地

・
水

・
保

全
環

境
向

上
対

策
協

議
会

は
、

地
域

の
美

し
い

農
村

環
境

を
守

る
こ

と
を

目
的

に
平

成
２

０
年

度
よ

り
本

交
付

金
の

前
身

で
あ

る
農

地
・

水
・

環
境

保
全

向
上

対
策

交
付

金
に

よ
る

取
組

を
実

施
し

、
平

成
２

６
年

度
か

ら
本

交
付

金
に

移
行

し
、

集
落

全
体

で
取

り
組

み
を

実
施

○
本

地
域

（
組

織
）

の
特

徴
と

し
て

、
農

地
維

持
活

動
を

実
践

す
る

と
と

も
に

、
地

域
内

外
の

住
民

連
携

し
て

、
古

代
米

（
黒

米
）

の
作

付
け

を
行

う
な

ど
、

地
域

の
繋

が
り

を
よ

り
活

発
に

す
る

活
動

が
盛

ん
に

行
わ

れ
て

い
る

。
○

地
域

の
中

心
経

営
体

で
あ

る
「

合
同

会
社

清
水

川
」

を
中

心
と

し
て

、
地

域
全

体
で

農
地

及
び

地
域

を
守

る
と

い
う

高
い

志
を

も
っ

て
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

清
水

川
地

区
の

農
地

古
代

米
の

田
植

作
業

古
代

米
酒

の
新

聞
記

事



○
本

地
域

は
、

農
業

従
事

者
の

高
齢

化
が

進
み

、
担

い
手

へ
の

集
積

を
推

進
し

た
が

、
未

舗
装

農
道

、
畦

畔
の

草
刈

り
作

業
が

支
障

と
な

り
、

集
積

が
進

ま
な

い
。

奥
屋

堂
羅

地
域

資
源

保
全

会
（

若
桜

町
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
担

い
手

へ
の

集
積

促
進

の
た

め
、

畦
畔

へ
の

セ
ン

チ
ピ

ー
ド

、
未

舗
装

農
道

の
舗

装
を

実
施

し
ま

し
た

。
○

山
際

に
ヤ

マ
ボ

ウ
シ

を
植

樹
し

、
日

照
条

件
の

改
善

と
、

景
観

形
成

を
行

い
ま

し
た

。

取
組

内
容

○
セ

ン
チ

ピ
ー

ド
の

被
覆

に
よ

り
、

草
刈

り
の

回
数

や
1回

当
た

り
の

作
業

時
間

が
減

る
こ

と
で

、
地

域
外

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

参
加

す
る

余
裕

が
も

て
、

活
動

の
幅

が
広

が
っ

た
。

取
組

の
効

果

農
村

の
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

維
持

・
強

化
へ

の
貢

献

【
地

区
概

要
】

・
認

定
農

用
地

面
積

6h
a

（
田

6.
4h

a）
・

管
理

施
設

水
路

3.
3k

m
農

道
0.

9k
m

・
主

な
構

成
員

自
治

会
、

女
性

会
、

ヤ
マ

ボ
ウ

シ
の

会
・

活
動

内
容

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

○
中

山
間

地
で

あ
る

た
め

畦
畔

率
が

高
く

、
急

勾
配

で
あ

り
、

地
域

の
高

齢
化

に
よ

り
、

草
刈

り
作

業
の

負
担

が
刈

草
が

農
業

生
産

に
支

障
と

な
っ

て
お

り
、

畦
畔

に
セ

ン
チ

ピ
ー

ド
を

播
種

し
、

草
刈

り
の

労
力

軽
減

と
安

全
が

確
保

し
た

。
○

地
域

が
山

林
に

囲
ま

れ
て

お
り

、
圃

場
の

外
側

の
日

照
条

件
を

良
好

に
す

る
た

め
枝

払
い

を
行

い
、

景
観

の
良

い
ヤ

マ
ボ

ウ
シ

を
植

樹
し

、
地

域
の

景
観

保
全

を
行

っ
た

。

お
く

や
ど

う
ら

八
東

川
ク

リ
ー

ン
ア

ッ
プ

作
戦

に
参

加

農
道

舗
装

セ
ン

チ
ピ

ー
ド

被
覆

後
の

草
刈

作
業

セ
ン

チ
ピ

ー
ド

被
覆

前
の

草
刈

作
業



○
本

地
域

は
、

未
舗

装
の

農
道

が
あ

り
通

行
障

害
が

発
生

し
、

耕
作

に
支

障
を

き
た

し
て

い
る

。
○

ま
た

、
水

路
に

関
し

て
も

老
朽

化
に

よ
り

、
漏

水
等

が
発

生
し

て
い

る
。

農
業

用
施

設
の

点
検

下
安

井
集

落
農

地
・

水
保

全
管

理
活

動
組

織
（

江
府

町
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題
取

組
内

容

補
修

完
了

し
た

水
路

取
組

の
効

果

農
業

用
施

設
の

機
能

増
進

【
地

区
概

要
】

・
認

定
農

用
地

面
積

10
ha

（
田

6.
4h

a、
畑

3.
2h

a）
・

管
理

施
設

水
路

3.
4k

m
農

道
2.

4k
m

・
主

な
構

成
員

農
業

者
、

農
業

者
以

外
、

自
治

会
代

表
・

活
動

内
容

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

○
水

路
補

修
約

0.
13

㎞
の

活
動

に
よ

り
施

設
の

長
寿

命
化

を
図

り
、

組
織

内
の

共
同

使
用

に
対

す
る

意
識

の
向

上
に

も
つ

な
が

っ
た

。

し
も

や
す

い

○
下

安
井

集
落

農
地

・
水

保
全

管
理

活
動

組
織

は
、

平
成

２
６

年
よ

り
本

交
付

金
に

よ
る

取
組

を
実

施
し

て
い

る
。

○
本

地
域

は
、

県
西

部
を

流
れ

る
日

野
川

の
左

岸
に

位
置

す
る

農
地

を
対

象
と

し
て

活
動

し
て

い
る

。
〇

施
設

の
老

朽
化

に
よ

り
漏

水
等

の
被

害
が

増
加

し
て

い
る

た
め

、
施

設
の

補
修

に
取

組
ん

で
い

る
○

こ
の

活
動

に
よ

り
、

農
業

用
施

設
の

長
寿

命
化

を
図

っ
た

。
ま

た
、

組
織

内
の

共
同

使
用

に
対

す
る

意
識

の
向

上
に

も
つ

な
が

っ
た

。 ○
農

業
用

施
設

の
機

能
診

断
を

行
い

水
路

の
補

修
箇

所
の

選
定

、
補

修
を

行
い

農
地

の
保

全
を

図
っ

た
。

水
路

の
補

修



○
下

種
地

域
ふ

る
さ

と
保

全
会

は
、

平
成

１
９

年
度

行
政

か
ら

の
声

掛
け

を
契

機
に

平
成

２
０

年
よ

り
本

交
付

金
に

よ
る

取
組

を
実

施
し

て
い

る
。

○
令

和
元

年
度

よ
り

北
栄

町
多

面
広

域
協

定
と

し
て

活
動

。
○

本
組

織
の

特
徴

と
し

て
、

他
集

落
に

比
べ

て
田

畑
と

も
出

入
り

作
が

多
く

、
ま

と
ま

っ
て

作
業

を
行

う
認

識
は

な
か

っ
た

。
今

で
は

各
人

が
バ

ラ
バ

ラ
に

行
っ

て
い

た
草

刈
り

・
水

路
泥

上
げ

を
総

事
と

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
。

○
少

子
高

齢
化

に
よ

る
農

業
後

継
者

不
足

が
懸

念
さ

れ
る

中
、

田
に

お
い

て
は

集
落

営
農

の
話

が
出

始
め

て
き

て
い

る
。

○
本

地
域

は
、

少
子

化
・

高
齢

化
が

進
み

、
以

前
と

比
べ

て
全

体
的

に
賑

や
か

さ
が

失
わ

れ
て

い
る

よ
う

な
気

が
し

て
い

た
。

○
ま

た
、

周
辺

集
落

と
の

間
で

出
入

り
作

が
多

か
っ

た
た

め
か

、
地

域
で

ま
と

ま
っ

て
作

業
を

行
う

と
い

う
意

識
が

薄
か

っ
た

。
〇

施
設

に
つ

い
て

は
個

人
に

管
理

を
任

せ
て

い
た

た
め

、
２

０
年

を
経

過
し

た
こ

ろ
か

ら
徐

々
に

老
朽

化
な

ど
が

現
れ

だ
し

て
い

た
。

北
栄

町
多

面
広

域
協

定
の

う
ち

、

下
種

地
域

ふ
る

さ
と

保
全

会
（

北
栄

町
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題
取

組
内

容

農
村

環
境

の
保

全
・

向
上

【
地

区
概

要
】

・
認

定
農

用
地

面
積

55
ha

（
田

24
.9

ha
、

畑
30

.1
ha

）
・

管
理

施
設

水
路

11
.5

km
農

道
11

.0
km

た
め

池
1箇

所
・

主
な

構
成

員
自

治
会

、
女

性
会

、
子

供
会

、
交

流
福

祉
セ

ン
タ

ー
等

・
活

動
内

容
農

地
維

持
支

払
資

源
向

上
支

払
（

共
同

、
長

寿
命

化
）

○
組

織
と

し
て

施
設

管
理

に
取

り
組

む
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
で

、
役

員
に

集
中

し
て

い
た

負
担

が
解

消
さ

れ
た

。
ま

た
、

一
番

の
効

果
は

、
地

域
の

子
ど

も
が

積
極

的
に

参
加

し
て

く
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

○
活

動
の

体
制

強
化

に
よ

り
、

地
域

と
し

て
の

一
体

感
が

高
ま

っ
た

。

○
２

名
の

女
性

役
員

が
、

書
記

、
会

計
を

担
っ

て
い

る
。

ま
た

、
景

観
形

成
に

つ
い

て
は

女
性

会
に

も
参

画
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

○
ひ

ま
わ

り
、

コ
ス

モ
ス

の
景

観
作

物
の

植
栽

に
よ

り
、

近
く

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
施

設
の

憩
い

の
場

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

地
域

住
民

は
も

と
よ

り
通

行
人

も
足

を
止

め
、

写
真

撮
影

を
し

て
い

る
。

○
地

区
上

流
に

埋
め

立
て

処
分

場
が

で
き

、
川

の
水

質
が

懸
念

さ
れ

る
た

め
、

毎
年

講
師

を
迎

え
て

、
子

ど
も

中
心

で
水

の
中

の
生

き
物

調
査

を
行

っ
て

い
る

。
○

農
業

体
験

と
し

て
田

植
え

か
ら

稲
刈

り
・

稲
こ

き
ま

で
一

連
の

作
業

を
子

ど
も

た
ち

に
体

験
さ

せ
て

い
る

。
○

外
来

生
物

の
農

地
・

農
業

施
設

へ
の

進
入

を
阻

止
す

る
た

め
、

通
年

で
ヌ

ー
ト

リ
ア

の
捕

獲
を

行
っ

て
い

る
。

し
も

だ
ね

取
組

の
効

果



木
梨

地
域

環
境

保
全

組
合

（
鳥

取
市

）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題
取

組
内

容
取

組
の

効
果

地
域

資
源

の
適

切
な

保
全

管
理

の
推

進
【

地
区

概
要

】
・

認
定

農
用

地
面

積
21

ha
（

田
19

.6
ha

、
畑

1.
7h

a）
・

管
理

施
設

水
路

7.
1k

m
農

道
4.

2k
m

・
主

な
構

成
員

農
業

者
、

木
梨

自
治

会
、

農
事

実
行

組
合

等
・

活
動

内
容

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

き
な

し

○
木

梨
地

域
環

境
保

全
組

合
は

、
圃

場
整

備
か

ら
年

月
が

経
過

し
た

圃
場

・
施

設
を

維
持

す
る

こ
と

を
目

的
に

平
成

19
年

よ
り

本
交

付
金

に
よ

る
取

組
を

実
施

○
本

地
域

（
組

織
）

の
特

徴
と

し
て

、
地

域
の

若
い

力
を

活
か

し
、

遊
休

農
地

発
生

防
止

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
○

こ
の

活
動

に
よ

り
、

活
動

開
始

以
前

は
老

朽
化

し
た

水
路

が
多

く
あ

っ
た

も
の

が
、

年
次

的
に

更
新

で
き

た
こ

と
で

、
農

村
維

持
が

図
ら

れ
た

。
○

こ
れ

に
よ

り
、

新
た

に
施

設
整

備
計

画
や

担
い

手
の

確
保

に
つ

い
て

模
索

し
て

い
る

。

○
地

域
の

一
員

で
あ

る
女

性
会

や
子

ど
も

会
を

構
成

員
と

し
、

地
域

全
体

で
活

動
を

実
施

○
地

域
全

体
で

農
村

環
境

保
全

活
動

の
景

観
形

成
活

動
を

実
施

○
毎

月
の

定
例

会
で

活
動

報
告

や
普

及
啓

発
を

実
施

○
施

設
等

の
定

期
的

な
巡

回
点

検
・

清
掃

を
実

施

○
本

地
域

は
、

高
齢

化
に

よ
り

担
い

手
が

減
少

し
、

将
来

に
お

け
る

担
い

手
確

保
が

課
題

。
○

こ
れ

か
ら

増
加

が
見

込
ま

れ
る

、
ふ

る
さ

と
鹿

野
等

の
外

部
か

ら
の

担
い

手
と

の
連

携
や

ほ
場

管
理

が
課

題
。

○
老

朽
化

し
た

水
路

・
農

道
や

未
整

備
の

施
設

が
多

く
あ

り
、

将
来

へ
の

設
備

維
持

が
課

題

○
毎

年
景

観
形

成
活

動
に

20
人

程
度

が
参

加
し

、
農

村
維

持
・

環
境

の
保

全
に

係
る

理
解

が
増

進
。

○
ま

た
、

協
定

農
地

に
お

い
て

、
水

路
修

理
を

行
っ

た
こ

と
で

、
漏

水
が

減
り

一
定

の
水

量
が

確
保

さ
れ

協
定

農
地

に
お

い
て

、
安

定
し

た
農

業
生

産
を

持
続

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
○

施
設

の
整

備
計

画
や

担
い

手
確

保
に

つ
い

て
模

索
を

開
始

し
た

。

景
観
形
成
活
動

土
水
路
か
ら

Co
水
路
へ
整
備

施
設
の
点
検

子
供
会
と
の
普
及
啓
発
活
動

水
路
が
未
整
備

保
全
管
理
に
苦
慮



○
本

地
域

は
、

組
織

の
高

齢
化

に
伴

い
平

成
30

年
度

か
ら

3集
落

の
広

域
協

定
に

よ
る

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
○

湯
坂

集
落

で
は

広
域

組
織

設
立

前
か

ら
植

栽
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

た
が

、
広

域
組

織
の

設
立

に
よ

り
、

未
取

組
で

あ
っ

た
向

原
集

落
に

も
活

動
が

波
及

。
現

在
は

向
原

集
落

で
も

地
域

内
の

植
栽

に
よ

る
景

観
形

成
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

赤
碕

水
土

里
の

会
（

琴
浦

町
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題
取

組
内

容
取

組
の

効
果

農
村

の
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

維
持

・
強

化
へ

の
貢

献
【

地
区

概
要

】
・

認
定

農
用

地
面

積
51

ha
（

田
41

.0
ha

、
畑

10
.4

ha
）

・
管

理
施

設
水

路
14

.2
km

農
道

4.
2k

m
・

主
な

構
成

員
自

治
会

、
女

性
会

、
土

地
改

良
区

等
・

活
動

内
容

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

○
植

栽
活

動
に

は
、

湯
坂

集
落

22
人

、
向

原
集

落
20

人
が

参
加

（
令

和
2年

度
実

績
）

。
湯

坂
で

は
子

ど
も

4人
、

女
性

9人
が

参
加

。
向

原
で

は
女

性
11

人
が

参
加

。
○

そ
れ

ぞ
れ

の
集

落
で

、
子

ど
も

会
、

女
性

会
に

よ
る

年
間

の
行

事
と

し
て

毎
年

実
施

し
て

お
り

、
地

域
住

民
の

交
流

の
場

に
も

な
っ

た
。

○
ま

た
、

子
ど

も
や

非
農

家
も

関
わ

る
こ

と
が

で
き

る
活

動
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

役
員

や
農

家
中

心
だ

っ
た

活
動

に
幅

広
い

理
解

や
協

力
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

○
施

設
へ

の
植

栽
に

よ
る

景
観

形
成

活
動

○
上

記
活

動
に

子
ど

も
や

女
性

が
参

加
す

る
こ

と
に

よ
る

地
域

内
の

啓
発

・
普

及
（

そ
れ

ぞ
れ

2集
落

で
実

施
）

あ
か

さ
き

★
・

・
・

植
栽

実
施

箇
所

○
赤

碕
水

土
里

の
会

は
、

前
身

組
織

で
あ

る
湯

坂
農

地
保

全
会

の
活

動
期

間
満

了
を

契
機

に
平

成
30

年
度

よ
り

本
交

付
金

に
よ

る
取

組
を

実
施

。
平

成
30

年
度

設
立

時
の

広
域

協
定

に
は

湯
坂

集
落

の
ほ

か
、

新
た

に
向

原
集

落
、

光
集

落
も

参
加

し
、

3集
落

で
活

動
を

開
始

し
た

。
○

湯
坂

集
落

で
は

、
広

域
組

織
設

立
以

前
か

ら
子

ど
も

会
、

女
性

会
と

共
同

で
施

設
へ

の
植

栽
活

動
を

行
っ

て
い

た
が

、
広

域
組

織
設

立
後

は
向

原
集

落
で

も
同

様
の

取
組

を
開

始
。

○
非

農
家

を
含

む
地

域
住

民
へ

農
業

、
農

村
の

多
面

的
機

能
を

維
持

す
る

こ
と

に
つ

い
て

啓
発

を
行

う
と

と
も

に
、

住
民

同
士

の
交

流
の

場
と

な
っ

て
い

る
。

湯
坂

集
落

で
の

植
栽

活
動

向
原

集
落

で
の

植
栽

活
動



○
本

地
域

は
、

年
２

回
集

落
で

た
め

池
を

中
心

と
し

た
草

刈
り

作
業

を
各

担
当

者
中

心
に

そ
れ

ぞ
れ

実
施

し
て

い
た

が
、

作
業

者
の

高
齢

化
に

よ
り

負
担

が
増

大
し

、
保

全
管

理
の

作
業

を
行

う
こ

と
が

難
し

く
な

っ
て

き
た

。
○

畦
畔

の
草

刈
り

や
水

路
の

清
掃

の
回

数
が

少
な

く
、

害
虫

が
発

生
し

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ

っ
た

。
ま

た
、

道
路

か
ら

の
ポ

イ
捨

て
が

度
々

見
受

け
ら

れ
た

。

吉
谷

農
地

保
全

会
（

米
子

市
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題
取

組
内

容
取

組
の

効
果

施
設

の
定

期
的

な
点

検
・

清
掃

【
地

区
概

要
】

・
認

定
農

用
地

面
積

13
ha

（
田

12
.6

ha
、

畑
0.

6h
a）

・
管

理
施

設
水

路
5.

2k
m

農
道

2.
5k

m
た

め
池

4箇
所

・
主

な
構

成
員

農
業

者
・

活
動

内
容

農
地

維
持

支
払

○
た

め
池

を
中

心
と

し
た

保
全

活
動

に
１

７
人

が
参

加
し

、
各

担
当

で
の

草
刈

は
年

３
回

以
上

行
い

、
地

域
全

体
で

の
保

全
管

理
の

意
識

も
高

ま
っ

て
き

た
。

○
年

に
１

度
た

め
池

内
の

倒
木

の
除

去
や

周
辺

の
ゴ

ミ
拾

い
を

行
い

、
日

頃
よ

り
施

設
の

管
理

を
行

う
よ

う
に

な
っ

た
。

○
た

め
池

内
の

清
掃

○
農

道
・

水
路

の
草

刈
、

泥
上

げ
○

施
設

の
定

期
的

な
巡

回
・

点
検

よ
し

た
に

○
吉

谷
農

地
保

全
会

は
、

平
成

２
７

年
度

よ
り

本
交

付
金

に
よ

る
取

組
を

実
施

。
○

本
地

域
（

組
織

）
の

特
徴

と
し

て
、

地
域

の
た

め
池

に
よ

り
農

地
を

灌
漑

し
、

良
質

な
米

を
主

に
生

産
し

て
い

る
。

○
こ

の
活

動
に

よ
り

、
年

２
回

集
落

全
体

で
実

施
す

る
た

め
池

を
中

心
と

し
た

草
刈

や
た

め
池

内
の

清
掃

を
行

い
、

環
境

美
化

に
努

め
て

い
る

。
○

こ
れ

に
よ

り
、

た
め

池
の

管
理

、
点

検
を

集
落

全
体

で
行

う
よ

う
に

な
っ

た
。

た
め

池
の

清
掃

水
路

の
泥

上
げ

た
め

池
周

辺
の

草
刈


